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4 8年度現地セミナーを主催 して

中田正

今年は第 2回目の現地セミナーである。インドネジアの西ヽ；；ャワ 、スマト

ラのランボン州、 それとクイ国を訪ぬることは昨年と変りないが、今年はマ

レーシアとラオスを加え、 フィリビンを省いた。今年も昨年におとらずたい

へん良い成呆をあげたといえる。

参加者は 8名で、 手ごろの人数であったが、海外経験の少ない者が多かっ

たこ とが本年の特色だったと言えばいえる。財団からは私だけが参加した。・訪問した現場妬ついては、 日本の政府ペースの協力事業としてはインドネ
ジアに対する病害の研究協力、西ジ ャワ食糧増産協力（ポゴールとチヘア） 、

ランポン州開発協力、マレージアの稲作機械化協力、 クイ国における口蹄疫

研究と熱帯牧草の研究（いずれも熱帝農研の研究協力）、養蚕センク ー、 ラ

オスのクゴン農場、 蚕業センクーなどである。

民間の開発協力の現場としては、西ジャワ 、 スカプミの東邦物産マンギス

ファーム（種鶏の生産と販売） 、スカプミのエイザイ薬草研究農場、ラ ンポ

ン州のミツゴロ、 ミッピ、ン、ダヤイトウの各直営農場、 ラオスの麗沢養蚕農

場などであった。

諸外国の施設やプロジェクトで訪ねたものは インドネツアの中央農業研究

所（ボゴール）、西ジャワの普及センクーと農家、ランポンのオイルパーム・農園、マレーシアの国立ゴ ム研究所、サイ ムダービーのオイJレパー ム工場、
クイ国では国立コーン ・ソルガ ムセンクー、 デンマーク援助の酪農プロジェ

クト、 ラオスではイスラ エル農場などであった。

3週間の間にずい分た〈さん見たものだと我ながらおどろく。いずれにし

てもたのしい旅行の 3週間であったし、各人妬とって、まことに稔り多いも

のであ ったことは、 この報告書の内容が自ら証明するものとおもう。
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現地セミナー日 程表

月 日 廂 発 倍 地 見 子A 場 所

＇ 
⑪ 7. 2 2 東 京 ～ ジャカ）レク

2 3 月 ジャカルク～ ポゴ ー Jレ 日本大使館（インドネジア農業について
オリエンテージョンをう ける ）ボゴー）レ

植物園

2 4 火 ホ＇ゴ ーJレ～スカ プミ 中央痰業研究誓ヵ OTCA研究協力、西・；；
ャワ食程増産 、東邦物産マンギスフ
ァーム （柚鶏 ）

2 5 水Iスカプミ～バンドン エイザイ桑草研究殷場、 OTCAチヘアプ
I ロジェク ト、 篤農アトマカ氏訪問

2 6 木 パンド ン～ジ ャカルク 野菜試験場、 ジャテルフールダム 、OTCA
指 導展示圃、 普及セン クー

2 7 金 ジャカ）レク ～ ランポン O'l'CA農業協力（ランポン農業匠ついて
オ リエ ンテージ ョンをうける）

2 8 土 テルクベトン～ミッコ＇口～ ミツゴ ロ第 1、第 2、第 3農場
メトロ

2 9 ⑪ メ 卜 ロ～コクフミ 三菱農場、 ダヤイトウ農場

I 
3 0 月 ランボン～、ジャカルク P.N.P.-10 政府のオ イル パ ーム 屈

3 1 火 ジャカ）レタ～ツンガホー）し 植物園等、 観光

8. 1 水 ジンガボール～クアラルン 日本大使館訪問（マレーシア農業化つい

プール てオリエンテー ジョ ンをう ける）

2 木 ゴム研究所、サイムダーピーの オイルパ
ーム愧i

5 金 クアラルン ～ぺ ナ ン 観光
プール

4 土 プンボン リマ OTCA農機具協力

5 ⑪ ペ ナ ン～バンコック 観光

＇ 

． 

．
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．
 

月 日 曜 発 着 地 見 子A 場 所

8. 6 月 バンコック～コーラート 国立コーン・ソルガムセンクー、 OTCA
養蚕センクー

7 火 コーラート～バンコック 口蹄疫研は所、熱帯牧草研究所、デンマ
ーク協力 農場

8 水 パンコック～ビエンチャン 観光

9 木 日本大使館（ ラオス戯業 忙ついてオリエンテ
ージョンをうける）、泥沢大学養蚕農場、ナポ
ック 難民入植地、OTCA クゴン農場

1 D 金 ピエンチャン ～バンコック イスラエル 製塙、 OTCA蚕業センクー

1 1 土 バンコック～東 牙， 

．
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現地セミナー参加者

上 田 正義 元和歌山県農業試験場長

兼 子喜蔵 元熊本県病虫害専門技術員
日産化学福岡支店技術顧問

橋 ロ 貞 雄 地方公務員（宮崎県西都市役所）

福井正 利 殷業自営（農林省農業者大学校卒）

熊谷文 雄 炭村地域工業導入促進センクー

浦 田正 史 炭業自営（農林省農業者大学校卒 ） ． 
鶴巻史 朗 新旭川聡開発部

中 田 正 財団人材・情報部長

． 
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1 西ジャワ

4 8年度の現地セミナーに参加して

橋口貞雄

敗戦とともになっかしのジャワを去ってから早や 28年、そ の間の辛苦は

人間の運命妬しては余りにもきびしいものであったとおもう。

苦 しい 生活の中で夜空妬はっと現地のことが思い出され、それが日常生活

の清涼剤となり、光明をあたえてくれたことはなんといってもインドネ、ンア． の生活であった。
エメラルドの海、 やけつく陽光の下花、青々としげる甘庶畑、赤い コーヒ

ーの実、さては杉の中からしたたりおちる白いゴムの乳など、男一匹まこと

に働き甲斐のある天地であった。猫の額のような小さい土地にしがみつ〈日

本の農村を見るにつけ、熱帯の広大なエステイト農場が思い出されてならな

かった。このたび長い閲の念願かかなえられ、袖長の中田先生のもとで 2 1 

日間、 この目で 1つ、 1つ古い思い 出とその後の変化を確認して来ることが

できた。

ジャ カルクの飛行場からホテル。インドネツアまでの広い舗装道路、高層

ピル、その問にたくさんの人たちを見たがイ ンドネ 、ンア人の服装もすっかり

変ってしまった。

• 7月 23日、思い 出深いボゴールの中央農業研究所へつ〈。ここは当時今

村技師同道で見学した所だが、ここ に江口先生が居られたことを思い出す。

当時ラミーが広く試植されていたことも思いだす。 ここ はなんといっ ても 植

物園が広〈整備されていることで天下一品である。できることなら 1か月ぐ

らいゆっくり見学したい所である。 オランダの植民地時代はもっと国内が整

備されていた所だが、今はイ ンドネツアの軍政下にある関係で予算不足なの

だろう。

中央研究所で約 1時間、所長からインドネツア農業の動向についてのオリ
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エンテーツョンを受けたが、 室内匠は以前のようにまとまった書籍を見るこ

とができなかった。日本から数多〈の指導者が送られているが、皆さん苦労

されておられることであろうと思われる。永年に わたり 積み上げられた統計

査料はど こへ消えたのだろう。

ボゴ ールで 見る南十字星、サロン 、 ミニヤクラパの臭い夜のパッサ）レ 、爽

快なペチャーの走行忙明暮れた想い出などを 1つ、 1つかみしめることがで

きた。

赤川さんのお宅で 、プ ャワノ＼農業指導者の方々を交えて夕食を共匠するとと

ができたが、忘れかけていたインドネジア語を 1つ 1つ呼びかえす。当時の ~ 

友人のことをたづねて見たところ、 「年配から見て地位も今では高いだろう

と思うので、名簿などを詢ぺて判明次第連絡をいたしましょう」との答が か

ぇってきた。

言葉が通じるとまた一段と張りが出る。友情に国境なしとは良く言ったも

ので、お互い忙近親感が出て強く結ばれて行く。 これからの日本は技術開発

もさることながら、東南アジアの言葉の教育に力を 入れるぺきではなかろう

か。言葉が通じないために、そ の昔各所で意見の食いちがいができ 、 トラ プ

ルを起 した実例がたくさんある。

私たちはボゴール から引き つづいて西部ジャワを巡り 、ぢかに現状を膚で

感じることができた。日本が誠意をもってイ ン ドネツアに協力している 実情

を見て、戦争はたしかに破壊であったが、それに つづ〈ものは建設であると ~ 

い うことがこれほど身近かに感 じられたことはなかった。

この年忙なって、若い夢を追うのもまた楽しからずや、という気になった

のも現地セミナーのおかげであっ た。
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中央農業研究所にたいする研究協力

兼子喜蔵

外国へ行ってみたいということは誰もが考えることであるとおもう。外国

旅行の経験のない私としては、今回の現地セミナーに参加してほんと匠よか

ったと思っている。普通の観光旅行とはちがい、田舎のすみずみまで行くこ

とができ、短時日の「由匠田舎の人とも頻を合せ、手まねながらでも現地の人

たちと話ができ 、百聞一見妬しかずの感を深〈した。

今回の旅行は、インドネッャ・ジンガ ポーJレ。マレージ ャ・クイ ・ラオス

● の 5か国をまわり 、 と〈匠岐初忙たずねたインドネ ・ンヤがいちばん印象が深
かった。それは、まだ昔ながらの人間生活や批業の姿を見ることができ 、こ

れから我々が援助の手をさしのばす仕事が沢山あると感じたからである。

7月 22日9時に羽田をたち、夕方妬は 、ジャ カルクにつく 。余りに早くつ

いたので外地妬来たという実感が湧かなかったが、いったん飛行場から町に

出たとたん「外地に来たなあ」という感がせま ってきた。

翌 23日大使館を訪問し、ココンポプ ランの専門家伊藤修氏からインドネ

ツヤの農業事情に ついて詳しい説明をうけた。

1． インドネ 、ンヤの梨林省の局は殷業総局、林莱局、煤園総局水産局、畜

産 局に分れ、煤業総局は米や トウモロコ ・ンなどの食粗増産をあずかり 、炭

園総局はゴ ム、オイルバームなど輸出農産物を取り扱っている。

● 2． この国忙対する日本政府の農業技術協力と しては 次のようなプ ロジュク
トがある。

1． 農業研究協力

中央炭業研究所匹対して植物病理、植物生理障害の面で協力

2. 西部、ジャワ食和増産協力

3. 東部、ジャワとうもろこ し開発協力

4. ク・ジムパイロット協力

中部・ジャワ州のク、ジ ム地区かんがいパイ ロットファー ムと周辺稲作改
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善に対する協力

5. ランボン州農業開発協力

スマトラ南端のラン ボン州の稲作、畑作の総合開発協力、その研究面

と普及面。

3. 人口は日本と同程度の 1憶 2千万人。

4. いま食糧不足になやんでいる。米の増産はスカルノ大統領の至上命令と

なっている。

さて私たちは 24日侭中央殷業研究所を訪問した。

同研究所はジ ャカルクから南へ車で 1時間半はなれたポゴ ＿Jレ侭あり 、元 ~ 
九州翡試の西沢さんがおられた ところだなと考えながら門を〈ぐり、さっそ

〈同所長スハルソノ博士から砧究所の内容について説明をうけた。

面t究内容の主なものは、作物（主に育種 ）。生理。病害虫になっており 、

有柿は米国が担当し、病害虫のうち害虫はオランダ、病理匠ついて 日本が協

力している。

育柚研究で功紙のあったのは、フィリッピンから 1R - 5、 1R-8を導

入し晋及にうつすととも忙、 FELITAという新品種を作り出した こと であ

る。この育種については担当技官のハラハップ氏が大統領から 3 0 0万Jレビ

アの宜金をもらったとのことである。

所長のお話をきいたあと 、 日本チームの団長の岩田博士の留守をあつかる

梶原敏宏博士や岩木満朗博士からインドネ、ンアの植物防疫についての説明を ~ 
うけた。

インドネツアでは今年、稲VCツング ロバイラスが発生し、と〈に南スラペ

ジの被害が大きく 、 これの病理の究明、耐病性品種の発見につとめていると

のこと である。

さら忙日本からもってきた実験用機具をたくさんみせても らい新築の 3つ

の網室と試験作物などの案内をうけた。ここ忙は山元剛技官も活趾しておら

れる。
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そのあと少しはなれた生理賠害研究室をたづね三宅正紀氏からいろいろ説

明をうけた。もうすでに多くの研究が進められている様子で、われわれとし

て も専門家の皆さんのご活紐を期待する次第である。

あと がき

巌初中央農業研究所を訪ね、その後傑村地帯の水田を何か所か見せてもら

って、ジャワ島胚おける稲作はあんがい進んでいるという感をうけた。手労

働で出来る作業についてはよく努力してやっていると思った。稲作の改善点

● 、 についてはもっと詳しくしらぺ、 しかる後でなければ簡単に口ばしは入れら

れない、 という印象をうけた。

． 

ジャワ島では、鍬、鎌製業で、 1農家あたり 30 aかせいぜい 50 aでい

どである。外領には未開発の土地がいくらでも遊んでいるのに国民は、ジャワ

品だけにひしめき合っている。しかも食程不足でいまだ匠悩んでいる。どう

してもっと積極的に外領開発をやら ないのか、 と不思俵がるのは私だけでは

あるまい。そうすれば規模拡大はも・'..ろん機械化も進むだろう。それ妬して

も治水事業がこの国にとってきわめて重要であることは言うまでもない。

西部ジ ャワ 食糧増産協力

上田正義

インドネツア政府は国内の食粗自給の達成、米の輪入解消などを目標とし

た食租増産運動をすすめ、その一環としてピマス計画を推進してきたことは

広〈知られている。

わが国はインドネ、ンア政府の要請によって、船業分野における開発計画推

進に協力するため、昭和 4 3年から 3年間、専門技術者 7名を脈遣して、全

インドネツアから選ばれた農業技術者忙対し、稲の種子生産、種子検査およ

び炭業機械化のための研修、訓練に対する協力を行なった。その後食粗増産
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に対する成果をインドネシア側と検討、協話した結果、昭和 46年から更に

協力を延長し、現地の実態妬即した新しい事業計画をたて、 協力を続けて今

日妬至っている。

その協力事業の概要は次のとおりである。

1. C ihea Tani. Ma比nurPro j e ct (チヘヤ炭村振興事業ークニ マ ムール）

チヘヤ地区（州直営農塚 2 5 0 ha 殷家が作っ ているぼ 場 8 3 6 ha、

計 1, 0 8 6 ha) ~ておける戯村振興事業で 、 殷家の所得 、 生活の向上を目的

とし ているので、経済的培産技術、流通の合理化に重点をおき 、事業を釈極

的｛て進めてい る。

一方州直営農場では、耕種基準、施肥基準作成のためのほ場試験、 根械化

栽培のモデルファー ムのための基淫整備 10 0 ha の造成、煤機具の貸与、

農機具を使うための指導訓練、粒米所の運営などを行っている。

農家のほ場8 3 6 ha 内VC5 ha単位の小生産組絞 (Kelornpok)を作り 、

そのうち毎ツーズン 16か所の Kelompokを選び、その中匠デモンストレー

ツョンファームを各々設骰し、 これを対象に濃密指導を行っている。またい

わゆるデモファームを終ったもの侭ついても引きつづき指導を行い、 これを

核として周辺袋家忙技術を普及すると とも侭、流通の合理化をはかる目的で

生産組織、 将来のモデル農協育成をすすめている。

このほか、西部、ゾャワ州に必要な原種生産も行っている。

．
 

2. Extentiion Farm Project 

．
 

効率的な普及事業の組織や方法を見出すため、西部、ジャ ワ州の普及員にた

いする研修センクーをチヘア州直営農場し疋設置した。さらに西部、ジャワ 20 

県の中、 7県忙たいし各県 2か所の Extent:JionCenterを設け、町村指導

員、農村青年、婦人の農業技術、．生活改善研修を行っている。また各 Exten-

!:lion Centerの所管地域内に毎ジーズン 3か所のデモ ・ファームを設置し、

センクー戟員は町村の指導員ととも匠、巡回して濃密指導を行い、 これを核

として、体験農家の協力を得て、周辺農家忙技術を普及する ように してい る。
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デモファー ムでは、水稲の生産平均収盤 6t /haをあげうる自信を得てい

るということである。

3. Training Program Project 

．
 

．
 

当初の 3か年間は全固から迭ばれた技術者妬たいし、種子生産、検査、農

業機械化に関する研修を行ってきた。しかしこの研修の成采が農家の場に根

付〈かどうか疑問があったので、再検討した結果、昭和 46年から中央研修

（ポゴール、バッサルミンクで、国および州の指導者研修）と州研修（チへ

ヤで各県の普及員研修）に区分して研修を行っている。また各県では新規妬

世銀の協力匹よって Exten的ionCenter 3か所が設置されたが、それを利

用して、町村の指導者、農家、伐村青年、婦人の研修を行い、かつデモ。フ

ァー ムを設けて、農家の指導を行い、研修技術が農家の場に根付づくよう努

めている。

以上が西部・ジャワ食粗増産協力の概要であるか、技術協力に当って、現地

の実態に即した効果的なテーマを選び、実行計画をたてて、相手国と意見交

換を十分行い、相手側の受入れ態勢を十分整えさせることが大切である。ま

た技術協力といっても、協カナる日本の壽門家と現地の農民や指導者との心

と心とのふれあいが意外に重要事項であることを知らされた。

なお本プロジェクトの専門家としては、ポゴールに団長 菅生数馬氏、農

業機械と普及の赤川克之氏、肥料の篠沢哲ー氏が滞在して、西ジャワ全域を

相手に走りまわっている。この他の 6名の専門家VC.ついてはチヘアの項に述

ぺたい。

なお、本プロジェクト専門家の赤川氏は私たちのために、西、ゾャワ巡回の

全期間にわたり 、詳細に西・ジャワ全域の農業や普及事業を案内して くださっ

た。普及センクー、 イナ作のデモンストレージョン ・ファーム、農家などを

きめ細かに私たちを引きまわして下さっ た。おかげで西部、ジャ ワ食糧増産プ

ロジ ェクトの広はんな内容につい て知るこ とができた。こ こに紙面をかり て

あつ 〈お礼申しあげたい。
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いずれにしても国の農業改良普及事業のあり方と正面から取りく んでいる

のは本プロジェクト以外妬なく、また日本以外の国ではぜんぜん手をつけて

いない。その意味で、このプロジェクトが来年 5月でおしまい、ということ

には異議がある。そう思うのは恐らく私だけではなかろうとおもう。

マンギスフ ァーム

福井正利

マンギスファームは 19 7 D年、インドネ・ンアの畜産振興のため、 日本の ~ 
東邦物産 (9D %）と、インドネジアのマリク氏 (10%)(外務大臣の実

兄）との合弁で始められ、技術協力は岐阜の塩谷（エンヤ）養鶏が担当して

いる。

マンギスファームはポコ＇ールとスカプミの中間匠あり 、標高約 50 0メー

トルのところVC6 0 0 ha の一大養鶏翡場をもち、種賤舎、孵卵場、育鵜施

設、宿舎などが笹っていて年間 2万羽を孵化しインドネシア各地へ配給販売

している。

現在で開設から 3年目、 日本から種鶏を導入しているが、 日本の技術陣は

現在5名、責任者は小田切政雄氏である。もうすでに相当額の投資をしたこ

とが、施設の様子からうかがえる。

インドネシアの危卵の消喪は 1人 1年 4ケであるが、これを早急に 10ケ ~ 
にすること 、 目標としては 4 0ヶにまでもって行くのがねらいである。イン

ドネツアの賤は年間 50ケ前後しか卵を生まない。それをマンギスファーム

の鶏にとりかえ、年間 28 0ケ産ませることを目標として努力しているよう

である。

インドネジアの養勁家の現状は、経営規模が小さいし、設備も無い匠等し

い。また日本賠のような飼養技術の必要な賤を飼った経験が少ないので、 雛

の販売と同時に飼養技術の指導から始めなければならない。その技術指導に
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対しても、近距離の所は直接指導に回れるが、遠距離（マンギスファームの

ある西、ブャワ以外のインドネシア外領全体）までは回れないので、鶏の飼い

方の手引摺を作って指導しているとのことであった。

また販売先の養鶏家は、日本の農家養鶏のようなものでなく、 軍人、役人、

大学教授などが人を雇って鶏を飼っている状態で、農家自身は雛が高価で買

うことができないし、エサも買えないので、生産の低い、いわゆる地鶏（ジ

ドリ）をはなし飼いしているというのが実情である。

民間事業として出発したマンギスファームではあるが、いちばんの問題点・は「生産した雛がどこまで売れるのか」ということである。スラパヤ、バン
ドン、スマラン、バリなどには雛販売のエージュントをおき、普及にこれつ

とめているようである。

いずれ妬しても、何も無い白紙のところから現地に合った鶏を作りあげ、

現地向けの施設を設計し、飼養技術を確立させ、 しかも採箕匠合った養窺煤

家が出来て初めて雛が売れるということだか ら、考えても気の遠〈なるよう

な話である。それにしても新しいクイプの専業養賠家は、多いもので 1,0DO 

羽、平均して 80 0羽ぐらいの鶏を飼育するようになった。

それに食生活の変化という面から考えても、国民一人当りの所得が低いこ

ともあって、いまだ忙穀物や芋類が主食で、それも昨年の大旱魃の影智でそ

れすら十分ではない。ましてや一般の人々が動物性クンパク（卵。肉。乳）． を口にするようになるにはか なり 長い年月がかかりそうである。政府は養窺
政策として BIMASアイアム （繋鶏ピマス）を始め、農家養鶏の振興につと

めているが、かなり困難な課題が山積している ようである。

ちなみ妬、マンギスファームから今春イン ドネ ・ンア人の技術者が 2か月間

日本へ実習侭きたが、そのお世話は財団が やり 、実習は岐阜の塩谷表懇が引

きうけた ようで ある。私たちはマンギスフ ァームでは小田切政雄氏、塩谷暁

夫氏、杉山 直之氏等日本の若い人たちと、インドネシア側の若い人たちの熱

心な案内や説明をうけて感激した次第である。
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エーザイ薬草研究農場

浦田雅史

西ジャワ 、スカプミの町はずれ、標高 80 0 mの南西傾斜の昔の茶園のあ

とを開いて、日本のエーザイ薬草研究農場が作られた。 19 7 1年（昭和46

年） 7月10日開所、面積は傾斜地を含めて、 1 5 ha、 日本の技術者が 2

人、 資本は 10 0万ドル、エーザイ 8 0%、現地側 2 0％で、 エーザイはこ

の研究農褐のほかに、プンチャック峠の北面に製薬の工場も経営している。

農場のあるところは平均気混が 23℃と涼し〈、赤トンボがとびかうのが

見られた。私たちが訪ねた時は、開所してまだ 2年目であり 、施設や圃場整 ~ 

備など現在進行中のものが多く 、薬草もいろいろの種類が植付けられてあっ

たが、 まだ集めて研究、検討している段階のようで、 これからが面白そうだ

という 感 じをうけた。目的は、熱帯に多くある薬用植物を集めて試作、研究

する とともに、必要なものは増植したり 、契約栽培して薬用原料を確保する

ことが目的のようである。

この地に砧究農場を設立した理由は、最近の化学薬品の公害などで模方薬

がみなおされていること、 また熱帯匠は 多くの薬草資源がある ことである。

またそのための合弁会社の設立も終ったということのようである。

ただ問題点としては、茶のよ〈育つ地帯であり、したがって湿度が高く、

病虫害の発生のため新しい植物の栽培が意外忙困維であるということである。

また農場で働〈現地人に栽培管理等の技術教育をする必要がある。 ~ 
農場は開所以来現地で研究されている白井さんと財団からの研修生の飯川

さんが案内して〈れた。北方に富士山のような 30 0 O mのゲデ山がそびえ、

別天地のような美しい環境である。そこ妬働く労働者は地元の人が多いが、

共同炊事で一緒に食事していたことは、家族的であり 、また衛生的で働くに

もはりが出てくるよう忙思われた。

研究は始ま ったばかりであるが、植物からとれる色素で実用化出来るもの

もあ るそうだ。 このような民間の研究農場にもいえる ことだが、やはり技術
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老が意外に少ないこと、 民間といえどもインドネシアの資源開発に協力して

いるのであるから、 日本の政府自体もできるだけの援助や便誼を与えること

が必要だと思う。いずれにしてもこれからの研究成果に大きな期待をかけた

い。

チヘア。タニ マムール （チ ヘア器村振興事業 ）

兼子・浦田

● このプロジェクトは、チヘア地区における農村振興事業（クニマムール）

であり、晨業経営の改善、ひいては生活の向上を究極の目的としているので、

経済的増産技術、流通の合理化など忙重点を植いて指導されている。

チヘアはもと広い滉地帯でマラリアの巣窟だった地域であるという。辿業

省灌漑局が米の生産とマラ リア 撲祓のために灌椴排水半業を始め、幹線、支

線の水路をつ〈り 、付帯構造物を整備して通水が行われるよう vcなった。同

時忙開拓者の入棺が行われ、その後開拓村の村づくり匠努力している、とい

うのが現状である。

チヘア地区 1,0 8 6 ha のうち 25 0 haが州政府直営農場で、 8 3 6 ha 

が農家の所有するほ場である。この 83 6 ha内V(5ha単位の小生産組織

(Kelompok)を作り、毎シーズン 16か所の Kelompokを選び、その中に・各々デモンス トレ ージョン ・ファームを設置し、農 家にたいして濃密な指導
を行っている。これらのデモンストレージョン。ファームを核として周辺傑

家に技術や経営のやり方を普及しているというのが現状である。

デモンストレージョン。ファームのねらいの一つは農協および生産組織を

育成するためで、 これにより炭家の格差をな〈すことに目標をお〈。しかし、

ha あたり 8tの収量がないと増産の意味がな〈なるので、農業技術向上を

ねらいとして共同作業をやらせている。これらのデモ。ファームが 5つ集っ

てH.T. (Himpunan Tani)妬組織が出来たら、小さな経済活動をさせる。
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その上(re.(U.H. T) Unit H. T.、さら KF. P までも って行く 。ただし

上から与えるのでなく 、下から作りあげて行くことこそ大切である。現在は

H. T.までの段階妬来ているが、 目標は、 79年までに D. F. 85, H. T. 

17, Tl. H. T. 5, F. P. 1を作り全面積83 6 ha の半分である 42 0 ha 

の面桟を組織化したいという。

ところが日本の技術協力は来年の 5月で終る予定なので、農協育成の途中

で日本の技術指導者はいなくなってしまう。せめてやり方だけは書き残して

おくという状態で器になるようだ、 と専門家たちはなげいていた。

この村作りを行うためインドネ、ンアの職員 2 1 5名、 うちスクフすなわち ~ 
幹部が 65人いる。その活動を援助するための日本政府派遣の専門家は次の

諸氏である。船田正明（普及）、今西功（経営） 、徳永覚（栽培試験） 、若

林守喜（圃場整倫） 、芳賀三男（農業檄械） 、小川三郎（病害虫）。実施さ

れている仕事の内容は、船田氏の説明し疋よれば、

1. 土地基盤整備事業

州直営農場 25 0 haのうち 10 0 haの基盤整備を行っているが、事業

は 19 7 2年済エ、 74年完了の予定である。

3 0 aの区画に整備し、用排水を自由してし 、機械化栽培の夢を農民に与え

るととも匠、 今後インドネ、ンアで碁盤整備を行なう場合のモデルとして役立

たせたいというのが本事業のねらいである。

2. 園場試験

．
 

圃場試験を次の 3つに区分して実施している。

(1) Trial field test (基礎試験）

これは品種、肥料、栽培法について Cihea 地域に適合した栽培法を確

立するための試験。

(2) Training field (研修ほ場）

研修訓練用の圃場で、約 1ha を 6区に分け、田植期をずらして何時、

如何なる研修を行っても稲作の各 Stage V[ついて訓練できるようにして
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いる。

(3) Pilot field (展示圃）

約 2haで Trial fieldの結果を Demo Farm VC移す前の展示圃であ

る。

その中には品種、施肥、防除、栽培の個別技術展示、扱械化ー貨作業展

示、合理的水管理展示などがある。

3. 発生予察事業

適期防除を行うため発生予察事業を行っている。害虫としてはメイチュウ、

● ‘ンン トメクマバエ等が重要である。
4. 和子生産配布

西・；；ャワ州政府の指示花より採種圃を経営し、生育種子は州政府の指図匹

よって西ヽ；；ャワ州の各県に配布している。

5. 農業機械化指導

日本より導入された農機具を貸らし、あわせて農家に対し農機具使用の研

修を行う ととも に巡回指導を行っている。

6. 農協およ び生産組織育成

この州直営炭場で農協のモデルを実施して、これを将来農協陀移行させる

よう指導を加えている。 これによって、農民の所得、生活の向上をめざし、

インドネ、ンアの経済的増産技術の普及と合理化をはかっている。． 7． 農業経営
デモンス トレーシ ョン 。ファームを担当する農家の経済調査を実施し、経

営の合理化を計ることをねらう。

終戦後日本においては、指導炭場を各郡毎に設置して農村を指導したが、

この指迅農場匠おいて、晟業改良普及事業の発足当時、われわれが行った事

を、今、ジャワで実施しているという感をいだいた。ところが技術の碁礎作り

からスク ートして おられるので前記の日本政府派遣の皆さんのと苦労もなみ

たいていではないと思う。まさにどろまみれになって努力されてお られる。
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こうした努力によって、立派な村作りが出来るものと思い、 ご成功を祈る

次第である。

篤農ア トマカさんを 訪ねる

浦田雅史

アトマカさんの家は他の農家とは違ってややモダンな作りをしていた。ア

トマカさんは BIMASの功労者として推せんされ、先年 2か月間日本で研修

をうけたことがあり 、政府指定のキーファ ーマ ーでもある。 ~ 
アトマカさんの今後の稲作改菩目標としては肥料の準備とトラククーを導

入することだという。ここでは平均、乾燥もみで 4~5  t/h  a であるが、

施肥は尿素 20 0 K/ha、燐酸 10 0 K/h aである。

盤業機械はほとんどなく 、 クワとナクといった手農具を使っている。除草

は 1作 3回であるが、雇用労力としてはクワ耕起が 60~7 0人、除草機に

よる 1回除草が 6~ 7人、田柏えが 40人である。パンドン近〈のこの地方
ではイ ネの刈取りはアニアニというナイフで穂だけを刈るが、収穫量の 10 

分の 1は収穫した人に刈り賃として手わたすことになっている。収穫には

1 0 0人／haぐらいの手間がかかる。

アトマカさんの耕作面秋は水田が 4ha、畑 2haであるが、そのうち借

地が 2haあり 、請負い耕作を行っている。そのほか竹林と、たき木用の雑 ~ 
木林が 1haある。畑作物としてはキャッサバ 0.5 ha、果樹（マンゴウ、

ドリアン、ココ ヤジ等） 0.5 ha作っている。

請負い耕作としては、諸経費を除いた益金の半分をかり賃として支払うが、

1 haあたり 15, 0 0 0 1レビアの経費がかかるという。

アトマカさんは国のキーファーマーということ忙なっているが、 ラジオの

農村向けの番組へ出るため・ジャカルクの放送局へ月匠 1回、バンドンの放送

局へ月 2回、手持弁当で出かけて行くそうである。同氏はまた柑米所も経営

-1 8 -



．
 

しており、 1日2.5トンの処理能力があり 、料金 としてモミ 10 0 K,;あたり

2 5 0 1レビアとっている。

技術向上のためには日本の指導機関すなわちチ ヘア のプロジ ェク トヘたび

たび行って勉強しているようで、その技術たるや国のキーファーマーにふさ

わしいと思われた。ア トマカさんをふくめた数名の農民で指定のデモンス ト

レーツョン・ファ ームを作っていて、私たちが訪ねた時、その農家の面々が

集まっていたが、 さすがに展示圃は栽培管理がよ〈行われ、周辺の稲より群

をぬいて立派だ った。

私は インドネ 、ン アにもこん な立派な農民がいるかと 甑いたわけで あるが、

アトマカ さんは、も う一度日本へ行っ て農家の中へ住みこんで一年間ぐらい、

みっちり稲作の技術や農業経営のやり方を学びたい と熱望していた。

．
 

西ジャワにおける日本政府の協カプロジェクトを見て

熊谷文雄

はじめに

こ•(f)たび財団の現地セミナーヘ参加して 、 3 週間にわたりインドネツア外

4か国を、かけ足ではあったが見るこ とが出来た。出発に除して、色々と雑

務妬追われ、羽田を飛び立った、前夜は 3時愉ぐらいしか休む こと が出来な

かった。調森に当っての準備は皆無にひとしかったので、こ のレポートはど

の程度に当を得ているか心配である。しかし、現地セミナーの企画は非常に

よいねらいで、能率的に現地をみることが出来、 また、現住民匠接する機会

も多く、ひじょう匠有意義であった。

この旅行における私の課題は、訪問国の農業事情を出来るかぎりこの目で

見る ことであった。その関連でわが国の農業開発協力の改善に少 しでも役立

つ材料を得たい ということであった。

けれども、このような課題忙接近 していくことは、けっして生まやさしい
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ものでないことは周知の通りである。このレボートは、その意味で、 1人の

旅行者のみたメモ書き花すぎないかもしれない。

ポゴール中央農業研究所訪問

ボゴール研究所所長との面談で所長の強調されたことは、米の増産が急務

であるとのことであった。米の増産より、人口の増加がそれを上廻って進む

ため、常匠米の不足状態が続いているとのことであった。すぺての炭民は米

の増産にたいしては非常妬熱心である。 68年から 72年の間、米の作付は

増加し、 これ匠比しトウモロコ・ン 30%、キャッサバ 10 %の作付の減少が ~ 

あった。それは米価は他の作物妬比し有利となっていることが主な原因であ

るとのことである。白米 1キログラムに対しトウモロコ・:/2キロ、キャッサ

バ 4キロの比率で価格の均衡がとれている。

ところで、 ジャワ島の農家 1戸あたりの経営規模は 0.5ヘククー）レの零細

規模であり 、農家は年間の食粗確保のために米だけに依存するわけ忙はいか

ない、と〈に乾期忙は多くの農家は米がなくなるため、その時期にはキャッ

サバ等を作付けする。このように年間の食粗確保をメドに食糧作物の時期別

作付を実施しているとのことである。このことが一般的な農家の慣行である

とすれば、最近の米の増、 トウモロコツ、キャッサバの減少はどう理解して

よいのか。作物の作付統計がどの程度択正確なものか、また、水利の改善、

乾期の雨盤がこの期間どうであろうか、農家の経営規模の大小など、これら ~ 
によって米の作付けは異ってくるだろう 。

次に、稲作の基礎研究が不充分であ ることを述べられた。本研究所には中

心となる研究スクフが不足している。日本から研究スクフの派遣は出来ない

ものかということであった。近年と〈に病害虫の発生がひど〈、そこで病害

虫妬対して抵抗性の強い品種の発見、 栽培法の改善等に研究の重点をおいて

いる。それは、 この国では農薬はほとんど生産されていないため 、ほとんど

輸入匠依存し ていて、いつも農薬は不足の状態であると のことである。
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4 6年から日本は国立農業研究所の病理の研究部門を担当し、専門家を派

遣している。米国は作物、オランダは虫害、 日本は病理、生理障害の研究を

担当しているとのことである。日本の専門家の研究の中心課題は病気の原因

耐病性の品種の選抜、安い経費で可能な防除の研究、良好な農薬の選定など

である。とく忙植物生育と病害の発生関係、現地妬即した防除をどう 発瓦す

るかなどである。農薬の試験は 5か所で普及員を追じ実施し、あわせて殷民

匹理解させる努力をしているが農家はなかなか実行しない。肥料を与えると

横流しをする人さえいるとのことである。． この研究協力は 4 6年から開始されたのであるが最初の 1か年はほとんど
研究開始のための施設、設備の準備のために専門家の時間はさかれたようだ。

しかも日本が贈与した器材は露気や水不足のために未だ忙充分な活用が出来

ない実情である。加えて囁話などの通信事情が悪いために事務連絡など必要

以上に時間がかかり 、研究以前に解決を要する問題に専門家たちは忙殺され

ているといった実情であった。

西部ジャワ食糧増産協力

このプロジェクトの計画の概要については多くの資料、調査レポート等が

発表されているのでそれはお〈として、私の見聞記といったものをまとめて

みたい。私たち一行はポゴールの協力本部からチヘア農場、さら v-cExten-

- t:iio n Center、デモ。ファームのある農家を訪問した。

まず、訪問先の農家は本計画をひじょう忙感謝していることがわかった。

農家の稲作の生育状況を見学してみたが、なかなか良好である。農家は日本

の専門家の巡回を喜んで待っていることを知らされた。

このように本計画は大きい成果をあげつつあるが、本計画の目的とする食

糧増産にしても 、』チヘア地区の農村振興にしても、インドネ、ンア側のカウン

クーパートや相手国政府の指導員などを中心に自主的匠本計画を推進してい

けるところまでには到っていないものと思う。 ー ロでいうと、本計画のスク
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ート台に、 ようや〈立つことが出来た段階だといえるのではなかろうか。そ

れはこの種の農業普及事業のようなプロジェクトはまず地城住民、なかんず

〈地域の中心人物との結び付きがしっかりできなければ成果を収めることは

不可能である。いってみれば本計画はようやく対人関係の結び付きが出来て

きたところである。インドネ・ンアは村落協同体の強いところであるから、対

人関係というものは最も重視する必要がある。食糧増産、農村振興について

一般的な理論があっても 、改善のための具体的企画、 手順が現場に即応して

進められなければ資金、器材がそろい、専門家がいくらいてもそれは空転す

るばかりであろう。 ● 
具体的企画、手順は現地の炭民と 一 緒になって、かつ、 カウンクーパート

を交え、農民との話合いを進めながら試行錨誤を重ねることにより 、始めて

実情に即した、生きた計画は出来あがろう。風土、宗教、社会慣習などとの

関連、社会経済的祝点からの充分な検討をふまえて食粗増産等を進めたもの

とならなけれは、本プロジェクトが終ったら、あとに何も残らないで、 「も

とのも〈あみ」妬なりかねないものと考えられる。

その意味から 、 このような農村、農民を対象とするような普及プロジェク

ト決定にあたり、調査団の派遣については大いに検討の必要があろう。本プ

ロジェクト決定のため、 4 1年 10月 3週間、 4 2年 8月5週間、 4 3年 2

月13日から 3月5日まで巡回指導調査団が派遣された。このような調査団

の派遣は相手国政府との協定等の関係もあり、それなりに必要なことであろ ~ 
うが、それはあくまでもその計画の大わくやねらいを作製するにとどまらざ

るを得ないものとおもう。まえに述べたように、その土地の農民の生活慣習、

袋業生産への対応、村落協同体の実態をふまえながら、プロジェクトがねら

うものとの関連を明らかにする必要があろう。これは短期間のしかも日本の

ように熱帯農業研究の蓄積の少ない専門家の短日時の調査では、 どうにもな

らないものといえよう。

それは長 く常駐する専門家の派遣によっ て始めて本格的な調査を可能とす
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る契機を与えられることとなろう。それも日本国内での農民調査と異なり 、

あるときは煤民との話合い、何かの事業実務等を通じて地域農民との交流を

深め、逐次調盃を完成していくととでなければ正確な調森の実現は出来ない

ものと考えられる。

本プロジェクトの協定！をより専門家が派遣されて 1~ 2年開は、ほとんど

関係方面との連絡、調整に追われ、かつ、本プロジェクトの施設、 設備の準

備等忙も多くの時間がかかり 、本格的な事業の実施は 3年目ぐらいから行わ

れているようであるが、それは当然のことといえよう。日本式に、 節単にこ． の期間を予備連絡といっているが、実はこの期間に村落の中心人物との結ひ
付きなどの確立、それを迪じて協定のねらい実現の具体的方法の設定、 カウ

ンクーパ ート (/)育成、相手側政府との接渉、関連調整等が行われてい〈もの

と思う。

聞〈ところ匠よると、本プロ・ノェクトは、 7 4年 5月で一応終了すること

となっているとのことであるが、それは切角のプロジェクトの入口に立った

ところで中止することとなり、これまでの投資した資金の無駄使いとなりか

ねない心配があり 、再考を要するものとおもう。

だいたい日本のプロジェクトは気が短かすぎる。 3年とか、せいせい 5年

で打ち切りである。私たちが、その後訪ねたクイのデンマーク酪農場は 10 

か年間の協力を行った後ク イ国ヘパトンクッチしたが、そのバトンクッチに・も2年間かかって いる。ラオスのイスラエル農場は 12年を経たガ、まだ 3
人のイスラエルの専門家ががんばっている。農業協力はもっと息永（やらな

ければほんとの成果はあがらない。日本の政府は農業協力の考え方を根本的

匠改める必要があると思う。

さて、本プロジェク トの建物の中忙大型殷楼具が殆んど使用されず忙日本

から送られてきたまま の姿をみた。協定に大型殷機具の機械供与があって、

それ故に機械的に送られて きたものと思われるが、 こんな現地無視の協力は

協力事業をゆがめ、そ の強化に とってマイナス とな る恐れな しとしない。日
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本政府は、日本の現地専門家の意見をもっとよく聞い て、 相手国関係官の理

解を得る努力をすべきではなかろうか。できうれば機材供与等の権限を派遣

専門家に与えてはどうか。でなければ実情に即さない機材供与を続ける破目

匠おいいるおそれがある。

チヘア地区の 25 0 haの直営地の水田には大型農器具は必要であろうが、

一般の農家には大型のものは、まだまだ先のことと思われる。ィンドネツア

政府は煤業機楓化を主張しているとのことであるが、それよりも日本の人力

除草の改良されたようなものが必要の段階ではなかろうか。機械化か人力除

草機かで論争することよりも 、現地で住民とインドネ、ンア側と日本の専門家 ~ 
が一緒になっ て検討してみることが必要ではなかろうか。ものすごいスビー

ドで進行した緑の革命が近時停滞をつづけ、所によっては後退していること

は何を意味するものか、大いに検討する必要があろう。私はこの地区ではま

だ近代技術適用の前段階匠あるものと思った。ここの米の収益、古た米価水

準は肥料、農薬等の増投に用えられる盟家はきわめて少な〈 、それは規校([)

大きい農家陪匠限られ、大多数の農家にその普及は容易でなかろう。

ところで、 チヘア地区センクーで稲ワラを利用したマッジュルームの研究

を実施していた。また、本地区陀池が 25あるから目下羨鯉やアヒルの飼育

を奨励する計画を進めている。この計画は現地民の零細農家経済の一端を支

えることとなり 、必らず喜ばれる時がくるものと思われてならなかった。こ

れは専門家が現地で苦労して考えだしたプランではなかろうか。 ~ 
現地にいる専門家たちは熱帯殷業を現地で体験し、研究しているが、その

積み重ねの上に、 実践を迪じてプロジェクトのねらいを完成していくものと

思われた。
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西ジャワの印象

上田正義

ジャカルクに到羞した時の第一印象は、開発途上国とはいっ ても、大都市

の表通りになると 、道路、 建物、 とく忙高層ビ ル、 自動車の混雑ぷり 、歩い

ている人の服装、あるいは雑とう状態など、先進国の都市と何ら変らないの

である。

ところが、一歩横通りから裏通り忙入ると 、建物などがお粗末になり 、輪

クク（ベチャ）が目だち、環境整備が一段と悪くなる。さらに都市を離れて

● 田舎にはいると 、住宅、服装、オンポロ自動車、輪クク、馬車、店先、と く
vc飲食店たど見ると 、衛生環境が悪く 、安心して食物を口匠入れられない状

態匠なる。 また、教育施設、社会慎習などをみると 、一 口にいえば日本の明

治年代の生活状態、社会情勢ではなかろうか、 と思われる。

このような社会基能のところへ木し’C竹を接いだよう妬先進国の高度の物質

文明がその まま入ろうとしており、その間匠何らの訥整がとられず、まこと

に不調和そのものである。日本の明治年代と現在とが一つの国の中匠混在し

ているような感じを受けた。

一方、翡業の実態はというと 、一般社会状況と同様、現在の諸産物は原始

的なものが多く 、 栽培技術水準もいたって低い。水稲作vc例をとっ て も、よ

うやく正条植妬なり 、肥料をやるよう妬なったばかりで、病害虫防除のため． の薬剤散布は一部に行われている忙すぎない。また灌砥排水施設の粒備もき
わめて悪い。このような所匠日本の現在の集約的な栽培技術、省力機械化技

術、 とくに大型農機具か入ろうとしていることが問臨ではなかろうか。

自国語の専門書さえない低開発地域の船民VC.、日本の現在の高水池の栽培

技術が果して理解され、実行されるだるうか。また経済的に受け入れが可能

だろうか。あるいは働き場所がなく、労力があり余った大人が遊んでいると

ころで省力機械化が受け入れられるだろう か。地域の社会情勢より考え ると、

就労場所の提供の方が大切である。
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このように考える と、技術指導、技術導入は地域の実態に適合した初歩的

なものから始め、順次高度なものに進むぺき ではなかろうか。

また社会恨習は根強いものである。社会慣習、社会事情を合せ考えた技術

普及が必要であろう。

具体的な例をあげると 、一般農家対象では、優良品種の種子生産、種子更

新、小型農機具の普及などが先行すぺき ではなかろうか。

畑作で大規模炭業可能の殷場でも、 省力大型機械の導入は必要であること

は云うまでもないが、地元民の就労成会の提供という意味あいから人力作業

郎門をこ こ当分の間、残すことも考慮しなければならない。 ~ 
最後に、流通部門であるが、現在、一般流通は言うまでもな〈 、農業関係

も華i喬が実権を握っている。華僑はその国の国節をもち、 また長い問、現地

民との間につらかわれた人間閣係が存在している。いわゆる日本式の企業感

党の商法だけでは、 日本人が流通部門の実権を握る ことはむつかしかろう()

まず第 1に現地民になりきって、現地にとけ込むことが必要であろう。

このことは単に流通部門だけでな〈、技術指導の場合でも、技術者といえ

ども 、技術の指導だけでな〈 、現地にとけ込んだ人間関係をもって現地民に

接することが必要であろう。

．
 

-2 6 -



II ランポン州

政府協力のランポン・タニマムール

橋口貞雄

ランポン州への日本の進出はミツゴロを始めとして、ダヤイトウ， ミッ

ピジと引きつづき，民間主導型で進み， 羞 々として成果をあげている。イン

ドネジアたと っても外領開発 という観点五ヽらランポン開発は重要な政策の一

● つとな っていることは間違いない。日本の政府も民間進出を放っておくわけ
には行かない、 ということでしここ 2-3年来，次々と調査団 を出してラン

ポン州の関発協力を進める姿夢を示 して きた。 ところが昨年来の飼料不足 と

いう日本の国内事情vcより ，飼科供給地の多元化という立場か恥ランポ ン

が改めて見直される ようたなったというのが現状である。

いずれVCしても政府協力は従来たない新しい課題をふまえて出発した。そ

れは民間協力 と政府協力を結ぷこ 乙 技術協力 と資本協力とを結ぷ こと，の

2つの新課題をかかえて発足 したといえる。

しかも 中味は ランポン塁莱開発のための研究と普及とで， 基地はランポ ン

州のほぽ中央 Vしあるテギネネンの種子センターである。 このセンターを拡大

して， 新たた水田も造成するが、ここを中心として農村振興をやろう という

● ので、その名も ラン ポン・タニマムー ル（農村振興事莱 ）とよぶ。私たちが
貸 していただい1t．ゾープの横腹vc叱，その名がはつきり書かれてあった。

日本人専門家は 15名であるが》本年3月すでvc8名が派遣されじ着々 と

仕事を 開始している。た とえば水田造成にしても，従来のインドネツア流

とちがい，ま ず表土をはね、土地をならし， 前の表土を元へかえす，とい っ

たやり方で熱帯の赤い土と取 りくんでいる。 目下、 野島数馬団長、森格氏

（普及 入 永井皐太郎氏（稲作） じ小坂二郎氏（土壌肥料 ）贔岡 啓氏（畑

作） ．白陸 昭氏（経営）し服部康二氏（かんがい） ~ 後藤亮之助氏 （調整 ）
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の8氏であるが，近 く残りの 7名が加われば．政府協力としては今までvcな

い大型のプロ・ジェク トとなろう。

私たちは野島団長さんに案内され℃仕事をはじめたばかりのテギネネ ン

のセンターを見せてもらったし、将来の抱負 vcついていろいろ聞かせていた

だいた。いまラン ポン開発がインドネジアでも，わが日本でも大きい脚光を

あびているので，専門家たちのご健闘を心から期待 してやまない。

この 紙面をかりて特vcおネLを申 しあげねばならない ことは、私たちセミナ

ーグJレープ花たいし．たいへん懇切たご指導をいただいたこ と． および私た

ちのためVC・ジー プの便宜を与えられたこ とであ る。心から謝意を申しのぺたい。 ~ 

ミツゴロに場を訪ねて

橋 口貞雄

ランポン 開発の第一陣は何とい ってもミツゴ ロである。昭和 44年暮れか

ら、三井物産とコスゴロ（インドネツア独立の学生義勇軍の残党たよる組織 ）

との合弁で始ま ったこの事業はインドネツア紀は始めてのトウモロコジェス

テートとして運営され，すでvc4年 目た入 っている。

第 1農場 10 0 haは，採種圃 1 試験圃 ，展示圃vc分れ、研究的な仕事 を進

めてミツゴロ全体の発展を支えて呑た。その中心は何といっても山口文吉氏

である。彼は典型的な日 本の型業技術者であるが，私たちは彼の地道な行き ~ 

方を誇りとしたい。

第 2農場 40 O.l:1 a、ここは虎や象の出る原生林を 開墾した ところで、 初代

場長は吉川忠雄氏、今は塚本雅彦氏ががんばっ ている。どちらかといえば学

者はだで，新しい作物の探究VC.余念がないようであった。 ここはトウモロ コ

ツのほかた落花生も取り入れているが、いちばん苦労 してい るようた見うけ

られ、私たちは心から声援を送 りたい気持VCなった。

第3農堀 1,0 0 0 ha, アランアランの草地を美事vc開墜して1 2 Oha単位
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の農埠区画た縦横の道を通している。士質もよく、見渡すかぎり、地平線の

彼方までトウモロコンである。この農埠の主は中野宏氏で 30オを越えたば

かりの経営技術者であるが畜先般結婚したばかりである。私たちも東京育ち

の若い開拓者夫人た敬意を表するの栄に浴した。何としても、第 3農坦はミ

ツゴロのドル箱のようたみえた。

第 4農楊3,0 0 0 ha, 目下開軽中しすで に40 Ohaの開墾が終ったときく。

ミツゴロの事契の土台骨づくりを進めてきた落合秀男氏がこの開堅を指抑し，

村井逹二氏が現埠をうけもっていると聞いたが、現場を訪ねることができな

● かった。
明年からパンジャ ン港とミ ツゴロを結ぶメ イズロードの建設が海外協力基

金の出資で始まるというが I 1日も早くこの道の完成を期待したい。現在の

迂回路 15 0キロが 60キロの直線となり，翰送時間が3時間から 1時間 9'c

短縮される。ミツゴロ社長の太田氏はメイズロードの話VCなると、 とたんvc

表情がけわし くな った。思う匠 この道 こそミツゴロ死活の道vcちがいない。

とrろが 1 どうしたことが 事菜の落エが延びのび V(_たっていると 聞 く。 「

日本政府よ，しっかりしろ」と叫びたい気持vcたったのは私だけではあるま

V。

農業開発は大義名分としてはたいへん立派であるが、あまりもうけたなら

ない仕事のようである。しかも長い年月辛捧しなければ事莱のうま味が出て

● こないと思う。誰かが「農業開発はエコノミックアニマルの中和剤だ」と言
ったが，正に名言である。

そうした事菜であればこそ 「民間企業が勝手にやっているのだ」といっ

て放 っておけるものではなかろう。少 くともインフラ 部門とか、技術の研究

部問たついては 日本政府が受けも つぺきで あろう。 こと VC，飼料資涜開発の

尖兵であるランボンの民間プロジェクトの成功は， 日本が国を挙けて応援す

べき性質のものであることは言うまでもない。
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始まったばかりのミッピシ農場

福 井正利

私比 今回の旅行の中で最も興味 を持 ち贔期待 していたのが． 日本の企莱

たよる開発輸入で あった。

まず 1 開発粕入と いう言葉を聞いて感じる ことは、東南ア、ジ アの安い労働

力を使い1 安い艇産物を生産 し、それを日本へ運んできて販売 し， 大含 な利

潤を得る 1 というととである。

とこ ろが 1 いざ現地を訪ねてみ ると，予想VC.反 して， これはま だ大変な仕 ~ 

事であると感 じさせ られた。 とい うのは 1 次の よう な現場の声を 開かさ れた

から である。 「自分の器場だけを良 くする という こと は出来ないのです。何

も無いジャングルの中た農場を作る vc.は，まず農場ま での道路や梅な どの公

共事菜から始めなければならない」。

「初期投資匠何百万ドルとい う贅金がかかる 、その うえ経営が安定するま

で花少 くとも十年みなければならな い。現社借り ている金利は 7パーセント

ぐらい であるから， うっかりする と金利だけでつぷれてしま う。盤栗開発vc

は金利な し10年すえおぎの資金がどう して も要る」。

「日本では開発翰入といっ ているが，現地では農業協力事業である。そ う

でない と土地資栖の収奪 と間違え られる。」

「アメリ カ方式の機械化が合理的だとは思うが，労働人口 が余っ ているか ~ 

らこれら を雇用 しなければたらない。 インドネ、ンア政府の方針として， 過剰

労働人口 の消化が一つの目的であるから ，最初雇用 した労働人数以下 たなれ

ば，企業は国外へ追放 される」。

「三菱農場で雇用してい るインドネジ ア人 vc月給者が多いの は，現地農業

高校出身者を対象VC技術者を養成 してい るためである。人が大切であるか ら

金 を出してでも養成する必要がある。 」

「イン ドネジア人匹働いて もらう ためには．ィン ドネジア人vc対 して．施
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設面などを含め贔働 く人の生活を良くす るよう配慮 しなければな らない。」

これはたくさん話をきいた中から捨い出したのでまるが．その他生活慣習

の違いなどいろいろの問題があり 、ただ単なる農菜だけではな く．一つの地

域の社会全体の開発への協力である というよう代受け取られた。

インドネジア の農業技術や生活水準を高めしインドネシアの農業生産を伸

ば してゆ くことが 、 日本の一企業のみならず》日本全体花とってし 将来きっ

とプラスたなるということである。私自身もこういう方法が将来東南アジア

諸国と日本との関係をスムーズvcさせ、共vc手をとって発展する道だとつ く

● づく思ったことである。三菱商事は近 くp.T、Lalllpung Agricult;ura.l 
Corpora'ti onを設立しし本格的 vc事菜を開始するようである。この合弁事

莱は授権資本 10 0万＄ 、三菱商事80 %,現地のp. TI イントラダ 20 

％の出資割合である。

次匹三菱農場の現状を佃単 vc紹介すると ，予定地パダンラドの国有地 1万

ha(1 3 f,JIJ X 8杓In)を 30年間倍 りうけた。 1万haと言えば、東京都の山の

手環状線内側の面租が約 5,0 0 0 haだから、その二倍と考えればほぼ見当が

つ く。

開懇計画は、 7 2年 50 0 ha、75年 1,5 0 0 ha, 7 4年 3.0 0 0 ha、

7 5年 2.5 0 0 ha, 7 6年 2,5 0 0 ha このよう vcして 5カ年で 1万ha を

開墜する予定である。・昨年の 9月2 日正式vc事業を始めて開墾たとりかかったようだが、年末'{C
はすでVC1, 1 0 Ohaの開提を終了したそうで， 7 2年の予定面積の 50 Ona 

をはるかvc.上まわったようで友る。その後は全体の区画整理，道路作りたど

をやり ．す でvc25ha一区画の一大農場が出来あがっ ている。

開墾作業は 18 3馬力のプルト ーザー 2台で二次林の林木を根ッ子から押

し倒し》そして焼 く。その後をフォード 60馬力のトラクタ 5台で耕起，さ

らvcディスク ハローで整地する。そこへ播種するという順序である。今年度

から大規模試験（灌漑施設の必要の無い作物）を始めたが≫作物の種類たつ
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いてはまだ試行錯誤の段階たあるようであるがl ―応現在作付けているもの

は次のとおり。

ヒマ 3 4_ 0 ha, 播種後 4カ月目た第一回目の収穫 1 さらvt3カ月 どと|て次

々と収猥をくり返 し、 3年で更新するよう VCなる。ヒマからはヒマジ油がし

ほられるが、 これはジェットエンジンの憫滑油塗料のオイルなどの原科とな

る。何れVCしてもエステートとしてこれだけまとまったヒマの栽培は世界で

も始めてである。

ロゼー）レ 5 Ohaこれはすでvc収穫を終 り1 稼維 VCまで仕上げてあった。こ

の戟維は麻袋原料となる。 ~ 

プラッ クマッペ 60 ha、2カ月、 6 0日で収楼 1 これは出来が悪いと緑肥 と

してすぎ 込んでもむらもともとプラック マッペはモヤジの原料である。

試験用地 2Oh豆C各種の作物が試作されている。この岱場の土壌は排水が

良く 1 保水力もあり 1 肥沃で1 殺椀作莱もや りやすいようである。肥沃 とい

うのはアランアランの繁 り具合からみても見当がつく。

年問雨量 1, 5 0 0ミリ 1

平均気視 最高 30℃ 最低22℃ 

害虫 天取虫のようなミッテンアジプトガが大発生し 1 ヒマの葉が大分やら

れたが、高能率の散布機さえ使用すれば十分防げる可能性がある。

機械 大型機械 1 8 0馬力程版のものを使っており、日本のものでは馬力

が小さく問顆 vcならないということである。土換条件な どちがうから 1 現地 ~ 

vc合った樅械化を計る こと た努めている とのことである。

ここでは「やったらやっただけ成果があるので、大い VCやりがいがある」

と言っておられ1 農裕のみなさんは日本ではなかなか見られないようなイキ

ィキした頻をして張り切っておられたのがきわめて印象的であった。なお三

菱の代表マネージ ャーは笹蘭博之氏，骰場担当は瀬井富雄氏、樋口忠家氏等

である。

建物もすでvc事務戸九収納舎、作菜塚 1 殷機具庫｀乾燥坦1 従莱員宿舎な
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ど出来左が りし 日本人職員の宿舎施設な ども殖 々と 格備されつつある。三菱

はすでた準備段階や試作段階花ニ ヵ年を費 したよ うであるがも一旦 とりかか

ると一気 vc開堅を進め．諸設備を整え ようとしていて1 その意気込みのほ ど

が感ぜ られた。

野 戦主義のダヤイトウ 農 場

浦田雅史・伊藤忠商事 とダヤ カ リヤの合弁，受権資本 15 0万ド凡払込み資本 50 
万 ドル、伊藤忠 90痰現地 10 % I 日本人農業技術者現在 3人。 主作目は

トウモ ロコ ジ。

ダヤイトウはランポ ン州の中部コクプミの東北方 VC.約 1万haの土地を確保

し鳥 1 9 7 1年 8月VC会社設立， 1 1月牌褪を開始 した。

農場はほぼ平坦た所で． 大部分がアランア ラン（ チ ガヤの 1種）の雑草た

おおわれているが．ご く一部vc二次林が点々 と見られ る。 この中たは 26の

部落があるの で， その部分を除いた約 7,5 0 0 haを開懇 し農場花す る予定で，

現任まで VC.すでVC8 0 0 haを開き , 600haVC.トウモ ロコジを作付け して あ

り，テス ト用 としてわずかのソルガ ムを作付けしている。 エステー ト燐場 と

しては隣接 して 鉄道が走り 、パンジャン港ま で90 Km、道路では 11 0 Kmと・交通の便はいたっ て良 くいF)Tである。
最初は5Ohaでトウモ ロコジを試作栽培し、う ま くいかたければ、いつ で

も中止するつ もりでい たが，現在までた多い所ですでvc4作目た入 っている。

昨年後半はひどい乾ばつの影響 もあり 、全然雨がな く， 6月以降は収穫が皆

無 vc..近かった。 1作haあた り2.5 トンで, 1 0 0 トンしか収稜出来たかった

という。今年はha;t;..7tり3トン の目標で あり，現在haあたり 2.8トン, 1 0 

月の収穫は 3.5 -t, /h a, 1 1月の収穫は 4.5 t /ha, 1月中旬の収穫は 3.5 

t /haを予定 している。
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農垢の労働力は農塩の近 くの村からくる人たちが主で、合せて 50 0人も

いる。その中 VCは 10 K.TJIも離 れた所からてくてく歩いて通勤する者もあると

いう。 賃金は女が 1日12 5 Jレビア ~ 男 が 1 5 0 Jレビアとなっており ． 1日

7時間も週 40時間働 くのが規則 とな っている。ただし 1 金曜日の午後は回

教の祈 りの時蘭 とな っているので、岱塩vcちょっとしたモスク（回教の寺）

を建ててある。この時間花はみんな休けいしているがしまじめ匹モスクでお

祈りす る人はあんがい少ない という。

労働者の中には月給者もいるが．との人たちはトラッククー在連転する人

で、朝 7時～ 3時 10分まででしオバークイムとして 5時ま でと作莱時間が ~ 

決められている。

トウ モロコジの品種VCつい ては， 現在メトロが使われているが、一代雑種

左使用するとその収絨が 2割坤加することがわかったっそれで次のジーズ ン

から一代雑種を導入するつもりで、そ うすればha当たり 5 トン は可能ではな

かろうか と期待 していた。

ここの土地は排水はよいが地力は普通で、肥料を投入しなければ十分な収

祉は期待できたい。ど ちらかといえは砂地がかって軽く，表土は 20 cmから

3 0 cmてい どであり ，石は全然見あたらない。 Phは 5.5度前後である。

開懇用のプル ドー ザーはP-30が2台、 インク ーの 60馬力を入れ、 2 6 

インチ 5連のデ スクハローを引っばり ， 5haを9時間で開堅する。開盤す る

途中で、まれ V（この器場のどこかVC.いる野性のトラが 出て来るこ とが ある そ ~ 

うである。

開墾目椋7,5 0 Ohaの作付けのうち 3.0 0 011 aをトウモロコ、ンVC予定 し↓

残りの 4,5 0 0 haはまだ作目は決定して いたい。熱帯匠は トウモロコジの大

敵であるベト病があるがし それがランポンヘ入って来たら大変たこ とVCなる

と薔戒は怠りない。来年から乾期の 5~ 6月に DMR-1~3 というペト 病

vc強いソルガム（フィリッビ ン産 ）を栽培 し' 1年たメ イズを 2回しソルガ

ムを 1回の作付をする計画のようである。
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経営上の問題点としては、 ここは 1,0 0 Ohaを日本人技術者 3人でやって

いるが、 これはアメリカ式の農莱経営を採用 してい る。インドネジアでは労

働力があり余っているので．多 くの労働力をいかたうま く組み合せるかが大

事である。 ところが従来のプランテーションのような方式では金がかかりす

ぎるので．アメリカのような機械化．省力化方式でないとうま く行かないと

ダヤイトウ の若い技術者は言う。

経営の合理化は企業 としての要求であり 眉労力対策はインドネジア社会の

要求である。この二つの要求を同時た満たすことは必ずしも容易ではない。

● 鯰策の一つとしては ~ 機械化することのむずかしい作目であるクパコやコ

ジョウやなども導入し．ここ た住む多 くの人たちに働く場を提供することを

合せて考えることがきわめて大事であるように思われた。

将来 15 0馬力前後のトラクターの使用を考えているが．それを使いこな

すVCはまだ技術能力が不十分なので．今のところ30~6 0馬力ていどの小

さい トラクターを使用して開埜や耕作vc当っている。またランボンではトラ

クターの運転手が不足しているので運転手の羨成訓練を行い ~ その数を増し

ながらトラクターの馬力数を遂次大きくしていくことを考えているとのこと

である。国産のトラクターは年間 2,2 0 0 時間使用するので ~ 上手た使えば

良いがしまずければ 1年間で使用不能たなって しまうという。来年はコンパ

インも導入して行きたいと話していた。

● ランポンのようた自然的 ・社会的環境で農場をやって行 くたは．日 本の若

い技術者たちがまず先頭 VC立って実践する形でやらなければ、何も進ま庁い

のである。このダ ヤイトウ製場は若い日本の技術者がそろっ ているので． 率

先実践の形でやれるし》少しぐらいの事ではへこたれないだろうと感じたこ

とである。

ダイヤトウの経営の特色は野戦主義である。始め堀立小屋から始まり ， 2 

年間ぐらい堀立小屋で生活 しながら開墾のフロンティアを前進させてきだ。

今年の春やっと 事務所を本建築したが•第一線の肥料小屋や農具舎はいまだ
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た堀立小屋主義である。新 しい乾燥機を入れたが 1 それも移動式である。す

ペ てがて，うした野戦方式の開拓であるところたダヤイトウ の特色があるよう

に思われる。その点は ミツゴロともちがう し， ミツビ、ンともちがうようであ

る。

ランポンのオイルパーム (PNP-10)

鶴巻史朗

大豆油 ・菜種油た次ぐ第 5の植物性油 として脚光を浴びている パーム油の

実は果物 とちがい， 南方と いえども店頭ではぜったいお目たかかれない。事

実現地人でさえその実を見せられて も判別できる者は少ない。まずオイルバ

ームなるもののあらま しを記すと ，小さいピワのよ うな形の、 しかもかたい

実が一房匹数百粒みっ しりと付き 1 オレンジ色た熟 した園内の光景はたいヘ

ん美事であり ，魅力的でさえある。広大なオイルバームの股園 '{C入る と大植

物園たまぎれ込んだ錯覚を起こすほど静かで 1 整然 としたパームの林が海原

のよう匠続 く。ジープで乗り入れたとしても，そのバーム園を迪りぬけるの

vc 5 0分はかかるほど一 団地は広い。

さてオイルパームの世界的生産国であるインドネシアとマレージャの代表

的な エステートを見せても仁ったので，各 々の特徴を比較 しながら簡単Vば已

してみよ う。 9 • 

PNP-1 0 (イ ンドネジア国営第 10農園 ）はスマトラ島南部のランポ

．
 

ン州vcあり ，オイルバー ムの栽培た関 してはイン ドネジアでも っとも古い歴

史を持つ農園の一つであり 、戦前オランダVCより開園され，独立後はインド

ネジア政府花没収され、国営農園と して 管理さ れて今日た至っ ている。 柏物

はまこ とた正直なもの で， スカルノ時代の空白が林た歴然 と現われており，

宵年木で収穫最盛期といった林は少な く， 老令木と幼令木とが目立つ。

2,6 0 Ohaのうち，その半分の 1,3 0 0 haだけ で収穫 している。スハル ト時
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代になってしようやくこれではいけたいということで1 改植や新棺が始めら

れ，農園も遂次た若返りつつあったが，今年の三月，世界銀行から米ト・ル 2

億 5千万 の低利長期融資を受け 1 この国営晟園もやっ と息を吹き返 した感が

ある。

今ではオイルパームの先進国となったマレージア vc追いつき 、追い越せの

かけ声も高い。世銀エキスバート 3名（経党財務，オイルパーム ，ゴム ）が

今年から農園のリハピリテージョ ンのため指導協力中である。とくたオイル

バームの専問家 としては， この赤道直下のスマトラで品種改良，・ 病虫害:,・ 油

● 疇エ等のためV（一生を捧ける と言い切っ ている六尺翌かな大男であるオラ
ンダ人技師(Mr.Max E. Allaries)がつよく印 象た残っ た。私たちの農場

案内や説明もこの大男が引っばりまわしてくれた。

日本vc..は盤学部を持つ大学が 40余りもありたがら 1 第三の油ォイルパー

ムの研究も不十分だし経験を もったエキスパートもいない。この点日 本の視

野のせまい製林教育 VC淋しさを禁じえたい。オイルパームの栽培経験者でい

ちばん若い人が 60オであるときく。 60オ以下たは技術者絶無というなさ

けなさである。話は横道にそれたがオイルバームは植林後 4年目か ら収穫を

開始し、 7年目 vc最高生産蘇た達し、約25年まで生産が持続できる。 20 

年間休みな く毎年収穫が続 くわけで農園の作業は単純連続労働の繰り返 しで

あり，その点南方民族の気質や風土た適した作物であるともいえよう。

● オイルバーム VCついては栽培 との問題点も多いが 1 絶対不可欠な条件と し

ては熱帯降雨地帯であ見かつ年間 2,0 0 0 uの雨量が最低必要条件である）

もし月間降雨量が 10 0 uを割る月が年vc5回ある とす ると 生産羹は急激に

低くなる。しかしイリゲージョン匠ついては面租が広大であるため~コスト

的た困難とされており， 今後の大き な研究課題である。次vc土質も生産を大

きく左右するもので，ラテライト系の排水良好な土地が望ましい。品種は

DORA X PESIFIRA = 11T ENERA11が収量 と油の含有批が在来種vc比し， 22

％と混＜ 1 スマトラ地区の有望品種 とされている。

-57-



樹令 も25年以上 となれば減収 とな り、 かつ樹高が伸 び過き＼収稜 コスト

が屁 くなる という ことで I 2 5年で更新するのが常識となっている。 スマト

ラ南部の降雨貨は年間 2,0 0 0 uを維持 しているが，統計vcよれば 3~ 4年

vc1回は乾期が長びき 1,0 0 0 uまで落ち込む年もあり、その乾ばつの27 

カ月後匹減産 となる 。つまり花粉受精後収穫まで 27カ月を要 している訳で

ある。最近スマ トラの森林開免と開墾が進むrCつれて自然の調和vc変化が見

られし次第 vc雨麓が減る傾向たあり 》こ の点警戒を要する。園内は地力の保

持 と表土の乾燥防止 ・雑草アラ ンアラ ン（チガヤの一l歴）の抑制のための カ

パーク ロックとして CENTROG!l]MA(つる状の豆科植物）を植えている。

私たちはマラッカ海峡 V（夕日の落ちる頃贔虎の速吠えを後 vc．広大なエ ス

テ＿卜 vc砂じんを巻き上げながらジープで脱出 したこと であった。

（注、サイム ・ダーピーのオイルパーム vcついてはマレージアの頃vc..記述し

た）

．
 ランボン 農業 の印象

一民間主導型開発協カ一

浦田雅史

私達は、ジャワ島の船業祝察をおえ．スマトラのランポ ン州， トルクベトン

行きの双発の定期航空便 vc乗りこんで、ジャカルクを飛び立った。わずか 40 -

分あまりで海をこえ ． トルクベ トン 空港 VCつ く。空港の滑走路は砂利びき で

あるため．私たちの飛行機は土ほこ りをまきあげ て勇まし く落陸 した。小さ

なターミ ナルの建物を出ると 、 日本の政府ペ ース技術協力の団長である野島

数馬氏等が、ジープで出迎えて くれた。

このラ ンポン州は人口が 30 0万人，都会 としてはタ ンジュ ンカラン （テ

Jレクベ トンと一緒 ）30万人, METROが 10万人である。私はスマトラと

いう所は未開そのもの で， 赤道直下た ちか く1 とても 住み たくいとこ ろだろ
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うと想像していたが．主要都市を結ぶ鉄道がある し．主要道路もあちこちた

のひ'1 パレンパンまでは急行列車で 12時間で行けるときき，予想以上vc開

発が進んでいることを知った。かって未開だったこの地は近年農場の拡大や

新設たよって年々変りつつあるといえる。また月 vc2~ 3回は 日本の船がパ

ンジャン港vc入るということも聞いた。

雨髄は山間部で 3,5 0 0窟碩．中部平地が 1,5 0 0 mJ/1,乾期 VCは月 1l) 0 711,111 

しか降らないが、オイ ルパーム奮ゴム、コジョウなどの永年作物は乾ばつの

影褥をほ とんど受けたいというととだ。

● メトロの近く vc はオランダの統治時代 VC建設されたダムがあり~そこか

ら運河が走っていて~見事な水田が広 がっ ている。しかしメトロから東た進

むvcしたがって次第vc原生林や二次林が続く。床の高いランポン人部落の近

く化は密林に囲まれた中 vc..コ・ンョウ園が点々 と目 '{(.つ く。そして家の前庭vc

はコジョウを日た千している風景があちこちた見られた。 コジョウを栽培し

ている部落は家の構えが大き く．生活が豊かた見える。 これはコジョウ の漿

気が良いからだ ということ vc気がつく。

インドネツアでは、ジャワ島'{C..人口が集中 しているので政府は外領移民を奨

励 している が．ランポンヘの移民は近年 とく vc多い。私たちが車で走ってい

ても時お り・ジャワからの移住開拓部落が密林の中匹見えか くれする。入椋農

家では野菜やキャ ッサパなど、 屋敷内の作物はイ ノジ ・ン等たやられないよう

● 冗どの家でも廻りを竹のさくで囲ってある。この附近VCは象の群れ尽いるし1
まれvc夜間虎が現われて牛をもってい くという とと を聞いた。

この ランポンという所は、 西の方vc.山地があるが、東の方一帯はアラン ア

ランと密林た囲まれた平原が広がっている。この未開の原野や山林を開拓す

れば着インドネジアの食糧問題はある ていど解決するだろうし、また他国へ

農産物を輸出することも可能に思われる。と VCか く現在の耕地は約 40万ha

であるが 1 まだ手がついていないアランアランの原野だけで 40万～ 50万

haはあろうといら。仮りに 40 Jjhaとしてし これを開懇してトウモロコ・ンを
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作る , 1 ha, 1トンとかたく見粗れば 40万 トン の生産、年 2回 として 80 

万トン Vこなる。まんざらそれは夢でもあるまい。

イン ドネジアでは トウモロコジを主食に し、 米不足のばあいは トウ モロ コ

ジをたべ 1 それも不足のばあいはキャッサ パの根（いも）をたべる。だから

米の自給さえでぎれば 1 生産 したトウモロコ、ンは全部外国へ 出せるはずであ

る。問題は米の自給 との関連vcかかっ ているといってよい。そのためかラン

ボンでも来る 6~ 7年の間vc.7万店 の開田た進め ようとしている。私芹ちが

見た、ジェパラ湖周辺の濯がい施設もその一つである。ここは日本工蛍が設計

し、 事菜を進めていた。 ● 
日本の必要とするトウモロコ、ン供給の揚 としての土地贅源 を開発するとい

うことで考えてみても 1 ランポンのもつポテンジャリテーは注目してよい と

思う。

私たちはラ ンポ ンでミツゴロ 1 ダヤイトウ↓ ミッピジの日本の代表的1.r3 

つのエステ ー トを見せてもら ったが 1 とれ らV（共迪するするものがあるこ と

を見出 した。それはこれらのエステート 船場の近 くの部落の人々の漿栗や生

活vc大宮い影営を及庶しているととである。 例吝匠来る労働者斤ちが 1 トウ

モロコジの種子をもち保り 1 それた自分の畑 '{C栽培するというようなことで1

集買'{(あたって品質がそろうと いう利点が全る。各企菜の直営農場は多くま

で生産の拠点でし周辺地域から 災買することがやともとのねらいである。い

ずれ'{C.しても拠点嬰坦が生産技術的な面で周辺悽村地域た大きい影培を及ぼ ~ 

して いることは確かである。今一つの大まい影栂は経済的たものである。地

域住民が農場労働者 として雇われること 、そのため地元 VC金が落 ちる とい う

結果たなる。 ミツゴロ 本部のあるス リバオノ村たどは ミツゴロ農場の始まる

前は淋 しい開拓村であ ったが、最近数年の うち vc．た くさんの店がでぎ 1 それ

が一大村市場 vc注で発展 してしまっ 芹。その変化ぶりは篤 くぺきものである。

思うt←こうした企莱農場は船莱の技術面 と経済面で地城社会 7大ぎ く変貌

させつつあるといえる。
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ランポン では日本の商社活動がと くた眼匠ついた。そ して商社ではあるが

地城の農業開発に大きい貢献を している し， 日本のためVCも飼料作物の供給

地開発 ということ できわめてよい仕事をしている。事菜はいずれ も初期段階

vc．あり 、経営採算はたいへん苦 しい時期 V(_あるようだ し、 翡茉関係の技術者

たちもたいへんながんばり よらである。いってみれば、政府がやるよ うなこ

とまで民間でやっ ている 1 といえばいえよう。

政府の殷業協力は今年の 3月から 8人の専門家が送 り込まれて 1 技術協力

VCと りかかったばかり である。仕事はすべて今後匠残されている。

● 鯰ちの率直た実感 と希望 とし てばランポン州開発のようた事菜は民間

主導型であってよい と思う。そ して先行 した民間の事莱が大い vc活踵でき う

るよう vc， 日本政府が後だてとたって 1 しっかり援助 してほ しい。民間の仕

事が成果をあげるよう '{(I 民間だけではできない ことを政府協力でやってほ

しいと思った。 これが 0T C Aプロ、ジェクトヘの期待でもある。政府協力は ．

せいぜい 3年か 5年の短期のもの でしかない。それVC比い 民間の事茉は晨

菜のばあい 2D年、 3D年とつづくし，地城への影響力も大呑い。い ってみ

れば政府←祐力は点であり 、民間協力は面で左る。 したがっ て当然民間主導型

の開発や協力でたければならた い と痛切た感 じた次第である。

．
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lil シンガポール ．マレーシア

シンガポールの印象

福井正利

7月3 1日1 私たちの研恣日程をすで匠半分消化 して、 ジンガボール空港

vc到祐 した。

自由港 と名の示す と士、見入国手続，税関検査 を百わめて 簡単でし空港vc

は，ホテルから日本語を 話す中固美人と ，日本の若い女性の出迎かえケ うけ， ~ 
ジンガボー）レの第一印毀はまず猶点で汐った。空港からホテルまでの街並み

VCは緑が多く 1 街路は美 しく 整備さ れ1 崩ひとつ落ちていたい清喫さで、緑

の並木が雨あが りの閣光 Vl.はえて、 ひと哀わ美 しい南国を感じ含せた。

私た ち一行はア ボロホテルで昼穴 を終え，午後か らジンガ ホールの石グtvc 

出かけた。まずはマイク ロパスで穂物園へ。この柏物園は 1 世界の植物園中

いちばん「関」の種類が多いこ とを誇っているが，闘の痴菌培餐た どの教育

展示vとも力石‘入れていだ。

次は ヒスイの家、こ れは中園人の億万長者朋文虎の実家で 1 彼が世界中か

ら染めたヒスイが展示され 1 まさ vcヒスイ の家 で衣る。中 vcは宋 1 .、借時代の

逸品ま でが飾られ， 1ケ何千万円 1 何億Plという名品ま で左るので私たちの

眼の保接陀は何より でチっ た。 ガイド嬢 1 次は ワニの接殖場へ行 くと のこと 、 ~ 
いよいょこんどは勉強かと思い、いそいでメモの用意。ところが瘤いてみると 、

たしかvcワニを飼ってはいるのだが 1 ゆ っくりワニを観察 していると 1 どん

どん先を急がさ れ、は入った所は ワニ皮製品の店の中 しそこで中国人女性の

「ヤスイ ヤスイ、生産販売ダヨ 」の声vc.うっかりつられて、みんた其剣1.i:

顔し とこでだいぷん財布の軽くな った人もいる。

ジョッビングを終え↓ ジンガポールで眺望踵ーのマウントフェーバーヘ行

呑，新生ジンガポールを一望することしばし．最後たクイガーパームガーデ
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ンヘ。これも胡文虎の別荘地跡 vc ~ カラフルな色で中国の逸話や世界各国の

象徴的な物語りをセメン ト細工で作ってある。若の花 と栃綿のお相模の美ご

とな立体像があったのVCはお どろいた。

タやみせまるころ、 カーバークヘ食事vc出かける。こて．は昼はカーパーク

存る駐車坦 1 夜は何十軒という屋台の飲食店街、それも中華料理、イ ンド料

理が大変安 く、 しかもすてぎ収味がいい、古た南国の果物もあるわあるわ、

腹いっばい食べたが合計 して一人あたり四百円程度ですんだの VCは二度ピッ

クリっ

● 翌日私たちは， マレージア vc同けて飛び立ったが 1 ジンガポールはもう一

度ゆっくり来てみたいと、さすが (C後髪を引かれる思いであっだ。

国立 ゴム研究所

橋口貞雄

私たちは首都クアラ）レンプー）レヘいった翌朝 10時国立ゴム研究所を訪ね

た。若い技術者である Aziz MAJID 氏の案内在うけ1 ゴム栽培の詳細につ

いてゴム園の現場で指導をうけだ。ゴムの芽接ぎの仕方、 タッピングのやり

方、ゴムの集め方たどすぺて実際vcやって見せてくれ1 クッビングなどは実

習させてくれた。

● 己かくマレージアはゴムの生産でも、研究でも世界ーで左るから，私た

ちはみんたつり込まれるようl'CMAJID氏の指導に引き入れられていた。栽

培た関する指達が終ってからコム製造の研究工場vc案内された。何もかも初

めてなので，ただめずらしくて時間のたつのも忘れていた。

午前中研究所を見学 したが，さすがたマレーツアは国の体制もちがうし、

研究たどの意気込みもちがうという感を深 くした。それは この研究所だけで

たく 、 いたるところで同じ感じをうけた。その後訪ねた国々と比較 して もち

がう）いっ てみれば，開発途上国 とはいえ、ひじ ょう VCしゃん とした国だ と
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いう印象である。

サイムダーピーのオイルパーム園（英国系）

鶴巻史朗

マレーツア の首都クア ラルンプーJレ （河口の意 ）の郊外西南方約 50キロ

のと ころ 陀オイルパー ム園四万ヘクタール、ゴム園四万ヘクタール合計八万

ヘクク ールのエ ステー トを持つマレーツヤ鉛大のサ イム ダービー社の船園が

ある。この会社は殷園のホ菜疇盤として 1 他 rc ピール ・ 海運 •リース．士 ~ 

建と手広く事菜を伸しており 1 今年からインドネジアヘも進出 している。サ

イムダーピー社の昨年のオイルバーム生産耀は 12万 トンで I 1 9 8 0年ま

でW現在の二倍の 25万トン達成を目稲としている。その規模と組織的管理

の素賭らしさを見せちれ I 2 5万ト ンの可能性もたるほ どとうたずけだ。

マレージャの恵まれている点は、第一 見降雨i]が 2.7 0 J !T'J,1も吝り 、士

例も肥沃で，排水良好たラテライ ト系の土痰で床ることまた政治経済的陀

も安定 して おり 、大型長期のエステート在はじめる投資斑境が卓芦っ ているこ

と1 裂園自体も毎年更新され、空白がた ＜し 生産倍増の苓盤が出来ているこ

と庁どで全る。栽培上脳まされている点は病虫害であり 、病虫害の発生在見

てからの防除では間vc合わず 1 空かち飛行根を使っ て、 大面積の薬剤散布が

実施されている ）ま だ猪・兎 ・猿 ・ねずみ ・かぷと虫たどの被害も大芦く 、 ~ 

蛇を利用 して退治 してお り1 船園内では蛇た注意するよう忠告を受け斤。

パーム油の用途はご承知のとおり し食用 として料理用、パク ーくマーガリン ，

チョコレートしジョートニング、化粧用として石ケン、 コスメチック 1 また

工菜用と して鋼板しプリキ の圧延工程で大きた需要が床る。油の絞り粕は家

畜の飼料、かたい種子（ジエル ）は活性炭原料 とし、 房の部分はエ塔の熱源

として 燃や しており＼ 消却後は加理分 30％の木灰 として畑 vc還元 している。

このよう た利用す るとオイ ルパ ームてそ梨 てるものは何もなく しまさ '{C利用
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価値 1 0 0％だといえる。園内vては開発 ・調査研究所も新築され、その力の

入れ具合が随所匹見 らけられ芹。

オイルパームが第三の食用油として、また未来商品 として登場する理由の

一つは単位面積あた りの収屈が大含 いことでわる。大豆は 111 aあたり油の収

鐙 28 lJキロ，ココヤジが 1.5 D Dキロでズ＂るの vc対し，パームオイルは

4, D D Dキロ 前後 とケタ はずれた大きいことである。

いずれVCしても将来パームオイJレのコンスタントた供給を確保するとすれ

● ば収穫が軌道'{C.乗るまでの間 最低 7年間は無利息の開発輸入特別資金を
使わないと企業化は困難である。パーム油先進国の英国やオランダと競争す

るVCは精製工埠の近代化や ，・ 輪送コス ト低減のため専用オイルクンカーまで

やっ てゆ く必要があろう。簡単VC作付璃賂の昏かないパームは不況竹而耐える

だけの基盤を作ることが大切と思われる。

あわせて将来、熱帯地 vcおいて 、本腰を入れて花粉の交配で優良品種を作

り出すようた 、地味た忍耐力ある若人の育成も必要である ことを痛感 しつつ，

スコー）レの降るクアラルンプール空港をとび発った次第である。

日本協力の稲作機被化訓練センター

．
 

兼子喜蔵

今回の旅行でマレージャで訪問 した ところは， 日本大便館、国立ゴム研究

尻英国系サイムダーピーのオイルパーム園， 日本協 力の稲作裸械化訓練セ

ンターなどであった。

マレイジャはジンガポールとともた英国の旧植民地であり 、マラヤ人 45 

痰中国人 35痰インド，バキスタン人 10 %兄よって構成され、閑発途

上国 と してはか庁 り先発の国 だという印象をうけた。

産物 と しては， 錫 、 木材 ， ゴム ， 米 ~ 果実などで 、 英国が ゴ ムをプラジル
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からも ってぎて栽培を始めたこと 匹感謝 しているという 話 をぎいた。

マレイツヤ半品の 中央は山林し 西部rCは水田がひろが り，東部たは畑が多

い。米の自給率は最近では 90 %といわれ，不足分はクイから翰入している。

稲は二期作であるが、その品種改良vしついては日本の技術者が長年VC.わだり

大いた貢献し如マリンジャ 、 マスリしパハギアたどが特VC有名で現在広面，

l'C栽培され、 この国の米の自給率を高 めている。

この国 も労力不足で， とく vcー期作と二期作の間の水田耕起期間 vc労力が

不足 し、 したがって稲作た機械化が要求されている。大型トラクター vcよる

貨耕 も行われ1 すでvc70 ~8 0 %が成械化されているという 。 まア自家用 ~ 
の小型耕転浅もかなり導入されているとのことである。東南ア、ジアと して は

そうした面では先進的な国であると言わざるをえたい。

右の労力不足から日本の援助が求め られ、稲作機械化訓練センターの設侶

が実現し1rわけである。 われわかが宿泊 したのはペ ナン 局の、ジ ョージク ウン‘

で 1 ペナン港は自由貿易港であん。ジョージタウンは古い港町で永い歴史を

きざんだ町であ る。私たちは半日かけてお寺巡りを した。 ヒンヅウ 教、回教，

カトリック》仏教の寺々 、仏寺VCは中苺寺 1 タイ 寺， ピJレマ寺とあ る。数 b

の寺はペナン島の歴史そのものを伝えてくれるし、各種民族と宗教し文化の

複合都市だ とい う感じをうけた。

さて、 0 T C A稲作椀械訓練セ ンクー は対岸マライの水田地帯プンポンリ

マVC.あり、同センクー（ては日本からの派達専門家とし九三枝（さえぐざ） ~ 
矢追の両氏が活甜 されてい る。両氏はペナン 畠（C.お住いであるので1 早朝の

出発か ら帰る まで自ら車を運転 してご案内して くださった。

まずペナン港から対岸vc.わたったが 1 ペナンが自由港であるためか簡単庁

所持品検査があった。港から車で 30分ぐらいの水田地帯VC.訓練センターが

ある。

同センターは農林省の品莱機械研究所とでもいえる試験場で、 イナ作機械

訓練センクーと政府の農莱学院 と同じキ ャンバス内 VC.設けられている。同学
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院は日本でいえば農業技術構習所 とでもいえるもの で， 卒菜後褪村た配置さ

れる製菜技術者を養成する所で， 男女共学三年制のしかも全寮制の学院であ

る。各学年 1 0 0名で、合計 3O n名であるが、そのうち 2 0 0名は男子、

1 0 0名が女子である。男女別の寄宿舎や食堂設備が立脈 vc陪備され．学生

斤ちもはつらつとした雰囲気の中で学んでいる。おどろいたととは学院長の

トー氏は 27オの張り切りボーイ で．私たちを学院のすみずみまで案内され

たことである。

私たちは炭機具訓練センタ ー所長のハロン氏と三枝氏からセンターvcつい

● ての説明と現場の案内をうけた。 まず感じたことは、農菜機械がずいぶん多
くそろっ ている こと や、実習用の エン ジンやモーターが学生一人vc.1台ぐら

いの割vcそ入っていた。約 1オク円相当の機椒し器具だ ときいたが、日本国

内の同釉の施設と比較 して閲けっしてひけをとらずしむ しろこれ位のもの

が日本の各県毎たあればいいたあ 1 と思ったほどである。機械がよく整理》

辟頓されまこと VC立派だが 1 これ一vc三枝、矢追両氏のかねがねの努力があ

りありと表現されていると思われた。

国と国との協定で事莱が計画され、重い頁任があるわけだが、事菜 VCつい

ては綿密た計画で実施運営されているよう vc見うけられだ。

機械化訓練としては中核牒民対象は2週間，現職者は 2~ 3カ月，学院の・学生は三年間ということ VC.なる。三枝氏のお話を聞いて計画がすっきりして
いるので、われわれの今後の参考V（なると思い以下 (Cまとめてみると l

0 T C A張械化訓練センター事莱計画

1. 水稲の二期作 Vい必要な農業被械化を推進する u

2. 訓練の対象は政府職員 1 農莱学院の学生 1 指導的晨民 とする。

3. 上記の訓練のため、ま たそれ と関連 して実験および調査も行う。

4 日本は機械工1乍1 機械作莱専門家を派遣 し、 各種農菜機械1 修理工作機

械を提供す る。
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5. 訓練課暇は次の内容とする。

(1) 檄械化の仕組みと諸苑因

(2) 節単な扱械工学

(3) ト ラクター ~ 耕転機の構造取扱い

(4) 各種煤作架機の構造取扱い

(5) 機械化稲作の作業技術

(6) 磯椋化の計画方法 と経費計箕

(7) 汲械の泊易修理技術

6， マレイジアは、土地 1 建物，附屈設備vc.っいて準備し、遥営径等を負担 ~ 

する。ま 7r．センクーの連堂vc必要た賎員、｛店人を提供する。

9. 訓灘プロジェク トの実施 VCついては、マレイジャの燐莱局長が全般の責

任を負り）日本人i炉門家は 1 技術的事項vcついて岱某局長た対して賓任を

負う。品業学院校長は，訓練センターの運営管理事務 rCついて責任を負ら。

との様様化訓練センターは 1 マレージアの要請vcマッチした施設で、 とて

で教育・をうけヤ人はマレイジャの5閏業発展のため十分期待されてよいわけで，

三枝 1 矢追両氏の今後のご健斗を切vcぁヽ 願い し斤い。

．
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国立トウモロコシ。ソルガム・センター

兼子喜蔵

バンコックからフレンドツップハイウェイ VCのっかっ て東北方へ三時間走

ればパクチョンの町匠つく 。その町の手前vc国立の トウモロコジとソルガム

の研究センターが全る。 ここはタイ の トウモロコ、ン地帯の入り口だと考えて・か。センクーはタイの農業箪 カセ ッツアル ト晨科大学贔アメリカのロッ
クフェラ ー財団し三者の協力で 19 6 6年発足 した。

日本からは財団かムの研修生 として鈴木郁穏氏が昨年の 1-0月から センタ

ーた来て研修ケ受けており，私たち を案内 してお世話 くださった。また私た

ちはタイ人の職員からいるいろ説明在 うけ 1 諸施設や農場の案内をうけた。

目下研究テー マとして 次の こと チとり あげている。

1.トウモロコ、乙コウリャン（ソルガム）の収量 と品質改良のだめの育種

2病害虫抵抗性品種の育成 （とくiC露菌病対策 ） 3．栽培法 4．土壌改良

5．虫害 6．病害 7.飼科 として の品質改良 （蛋白質の研究） 8．経済性

現在ロックフェラー財団の技術者 5人とタイ人スタフ 31名でやっている。

現在もアジア各国からの研究生が来九 6カ月または 1カ年の研修が行われ・ているが、今までた次のようた固から研修生をうけ入れた。 エジプト 2人、
パキスタン 4人し 日本 2人、インド 4人、フィリ ッピン 2人、台病 1人じベ

トナム 1人、 蕊国 2人、その他マレージャしセイロン l アフガニスタン 1 ラ

オスなどである。

トウモロコジはタイ 国 では年ー作で、褪家では径作vcワタを作っ ている者

も左る。 トウモロコ 、ンの もっとも恐ろしい病気は露困病であり しインドネジ

アでも、 フィリッピン 、台湾 でも、また当固 タイで令この病気に悩んでいる。

それでこの病気vc対する耐病性品種の育成ということが l 当センクーでも最
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近の軍要な育種課題とたって取りくんでいる。

害虫 としては Shootfly (.,、エの一利） Corn Borer(心喰虫の一種）

がやっかいであるとのことだ。これらの害虫 Vしついても抵抗性の品種の選抜

VCつとめている。ハエのすきた品種があり 1 その品種たはハエが集って沢山

の卵をうむようである。病害虫研究室を見せてもらったが 1 ハ エを人工飼育

して』ノ、エ のき らいな品和の撰抜を行っ ていた。

あわせ乙種子貯蔵庫を見せてもらったが、 よくまあこれだけ沢山の品種

を集め芹ものだとびっ くりした次第である。

塁袈具即と 1疹理工わりを見たが トウモロコジを栽培する'/C必要な大型煤破具 ~ 

が一応そろっていたが，ほとんどアメリカのものである。 敷地は 34 0 ha 1 

貯水池も二つ作り、泊漑設伽も出来ているが 1 ほ場は一カ所vcよくまとまっ

ている 3 トウモロコ、ンは森近では毎年約 20 9万ト ン生産し、そのうちの約

半分は日本へ鯰出しているが 1 この国がいかvcトウモロコジ VC大百い努力が

払われているかが I (.のセンター vcよってはっぎり印象づけられた。

タイ 国の養蚕センターヘの協力

兼子喜蔵

タイのコーラー トvcおける日本記力の接蛮センターを見学して強 く感 じた

点は ． 
1. 海外技術協力は 1 その国がつよ く望んでいる杢のでなけれはならたい

‘
 

こと 。

2. 批家個々の生活や生計vc直接結び付（ものでたければたち7,tI.I')こと。

3. 協力 した事はぜひ成功たまでもっ て行 乞中途半端で終っ てはたちた

いことなどである。

養蚕センクーヘの日本政府の協力は上記の三つを達成でぎる施設で~ 今後 1

東南アジア vcおける養蚕 の研究や訓練の中心花なりうると思う。大村清之助
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団長はまずタイの農莱の全貌 vcついて話され、タイ 国vc援助する課題侭．つい

て沢山のテーマが出されたが、けっ窒よく養蚕VC協力することがクイ国とく

たクイ東北部の民生の安定l'Cとってきわめて重要であるとの結論に達したと

いうこ とである。

お話の中似 タイ VCはタイジJレクという言葉が左るくらい絹緞物が多る。

しかしこれはクテ糸は日本から輸入した生糸在使い， ョコ糸 Ve.クイ生産の生

糸を使っている。 タイの投蚕はだいたい殷家の自給が主で、余ったものを売

る程度で，生糸そのものの品質がわる＜ ，翰出代はとうてい同か庁い とのこ

● とである。
次にクイ国匹おいて養蚕匹成功した実莱家 VCついての話をきいた。名前は

カンマンジュンという中国人で，立派 vc．養蚕を企莱殺業 として成功させ， タ

イの王様から「品民の父」という称号をもら ったという 。 タイでは接蚕は米

の収益の 25倍 Vしもなるとい うことである。

免ともとこのプロジェクトは日本政府とクイ政府との合意で喪蚕を とり あ

げることV'(1jり 、次の内容で事業が進められている。

1. 日本専門家（蚕品種育成，栽桑、蚕体病理、製糸）の派遣

2. 機械設備の供与（冷房秒丸養蚕 ・蚕種製造用器材、病理研究用設備，

栽桑用設備，製糸用機械，計算機等）

3. 姜蚕技術の研究省蚕の品種改良，技術者の訓練と養成，普及員の訓練

団長のお詰の後センター内の案内をうけたが、飼育室、製糸工場、冷蔵庫

．
 

など立脈 vc出来ている。製糸工堺では、いたって簡単なものから、近代的製

糸機 まで製糸の歴史を物語る よう匠i頓序 よく整備されてあった。

同セ ンターは大村団長以下次のメ ンパーの方々が活躍されている。

桑村恒雄（稚蚕飼育）小島卓之（製糸）小野寺秀夫（蚕品程改良）良知正

（蚕種製造）糸井節夫（病理）山川一弘（栽桑）

団長は元農林省蚕莱試験堤長》団員は同試験場の出身で、 日本の蚕莱試験

場をそのままタイたうつした様なかっこうである。この人員構成をきいて研
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究所の中味は見たいでもよい と感じたが、その とおり内容は立派である。

事業の成功はまちがいないわけで、 タイ国としても，東南アジア全体府と

って も喜ぶぺきことと思う。今後東南アジア全体の殺蚕教育の若地にたりう

るわけでしそれだけた現地の皆さんのご健斗を祈って止またい。

タイの口蹄疫研究所と 熱帯牧草の研究

兼子喜蔵

中国や東南アジア地城から日本が牛を輪入し庁いのは~口踪疫 と いう日本 ~ 
た弁いやっかいな病気のためだということヤふかねてから聞いていた。しか

し詳 しい病徴たどはぜんぜん知ち弁．かっだが 1 病徴は牛の唇，舌1 足（（・水ぶ

くれが出来てそれが破れ．赤(..,てだれ 1 発熱する ，それが足 V（くれば午は体

重をささえるてとが出来ず、もゞっと匹弁る病気だ との説明和らけたっ牛だけ

でなく全反蹄釉物すたわち豚 1 羊 1 栢羊力 どもやちれるウイJレス性の病気で，

普通は接触感染で吝るが、風 VCよっても媒介呑れ、雨た落含 れて感染する n

研究所長の Pra c':I. 1 S,u i -r, i no ・n d an a氏かち研究所の内容vcついて

説明をう け、その氏と 日本の熱帯船業研究センターより派遣の稲黎博士か ら

詳 しい説明在うけ 1 さちた研究所内を案内 していただいた。 この研究所vc..は

やはり熱帯袋研から派遣された長谷川氏巫研究た従事 しておられる。 同 氏等

の研究の成果と しては防疫法の確立が出来，今後は，牛の輪出地域を選宕 して ~ 
て防疫体制を確立することが急務であるとのことであった。

当研究所の費用で無償で注射をうけるよう燐家匹呼びかけているが褪民た

ちは注射をうけることをきらって、仲々うけないそうである。

今後防疫員の充実 1 防疫体制作りが問題のようであ る。国の予算では出来

ないようで、ことらが問題だ と思った。

なわ榊博士の研究のもう一つは日本国内での防疫体制確立のため口蹄疫の

早期発見法の開発だという。
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なお后．！所に東南ア 、ジアロ蹄疫研究セン ターを設置する話が進んでおり l 来

年あ た りから工事に着手するら しく、 そのための調査団が来月日本から来る

との こと、 その建設巷 として 3億円が日本政府へ要請されている と閣く '.)

同研究所は畜産試験塙内にあるが，畜産試談塚vcは熱帯牧草の研究分野が

ちる。そこ心やは り熱帯憐英研究セ ンター より派遣された小野茂博士がい

る。小野氏か ら熱帯牧草研究ほ場匹案内されその説明をうけた。

同ほ埠IC作られて いる牧草はイネ科，豆科あわせて 50種で． 内 27種は

● 日本から持参 した種たよるもの で、 残りが瑶地産のものだ という。私たちは
熱帯vcおけ る主要た牧草を見学 したが贔珍ら しいものばか りと い う感が した。

とたか くこ うした地味た基礎研究は熱帯畜産を伸ばすため VCはたいへん重要

である ことを再詑織 した次第である。

デンマークの酪擬協力

r 

．
 

4 

兼 子 喜蔵

クイたは立派た国道がある。 主都パンコ ックから ラオス の国境まで東北タ

イを一直線Vし貰いて伸びている。アメ リカ の援助で出来たフレンド ツップ ・

ハイウェ イだときかされだが，私たちが走った ところは四車線のすばら しい

道であった。

バン コックから約 5時間走った ところに牛乳販売所が国道わきにあった。

ちょうどタ イの看護婦さんたちの一行 10名ばか りが車 をとめて牛乳をのん

でいたの で、 われわれもつい，つられて飲んでみた。 今度の旅行でこれが生

牛乳たのんだ最初で， 最後 であったっ

この牛乳が通称デンマーク 悌忠の生産品であることは もちろんである。販

売所は このデ ンマー ク酪農燥坦入口たあ り》 その おくた事務所，さら vc．その

おく vc晟場が多 り、 晨塩に行っ て晨埠長から案内 をうけ説明をき いた。 この
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母楊はデンマークの協力で出来たもので 1 熱帯畜産の協力事菜の成功 した好

事例だと中田団長がほめていた。

船場長の説明をこまかくうけ 1 最後 vc、同儀垢での研修を修業 して独立入

植 して酪晨をやっ ている 一巖家vc案内された、まずその燥家のことから照会

してみよう。

同籐場の裏山の反対斜面vcゆるやかた傾斜している丘陵地帯があり 1 そ こ

vc点々と酪品家の散在する部落があるが 1 あちこちvc真韮を食っている牛が散

見された。Ii')部料の紅いり口近くの一紗家をたずねたが 1 家は住居部分 と畜

舎とがつらf（り 1 搾乳牛が 10頭いた。

この部落は 7年前から乳牛飼育姑家の入植部落で、一届家あたり 4naの土

地をもらい、 6 0, 0 0 0パーツの資金をかりうけて入植しし一低家あたり 25 

頭の乳牛を飼っている。

見学した公家の若い主人の話しで闊 「私はひじょ~ vc満足している。も

う土地も家も糸ち 1 乳牛は子牛ともあわせて 40・頭もてるよう V(_たり金も

もうけ℃土地まで拡張することがで在だ。妻恣めとり 、子供もで哀 1 こん

ア？うれしい こと ばない」と，心から満足そうであった。 「これは一菫 V（デ ン

マーク酪屁設場のおかけである」と話を結び、別れの時V（は門たあった自勧

車を指さ し1 「これは日本製ですよ」 といわれた。この酪位部落の牛乳はす

ペてデンマーク酪伍場のミJレクプラント和経ている。

一謎起の指導や訓練が微底してこの よう vc酪溢集落が でぎ 、その内容が次

第vc充実 して行くこと しこれこそ祉塩設立の意義が合り 、成功の城vc逹した

もの と思われた。はるばるデンマークから来て 1 かくも成功をおさめたか と

思えば、指導された方々の努力匹感謝の念をも った ことであった。

擬坦長の案内で頚vc残っている技術的た こと は 1

1. 牛の品質改良

Red Dane (ヨーロッパ稲）の血が 75 %以上はいったの では、熱

帯では体質が よわく 病気vcも弱い。 ところが 50 %以下 では搾乳量が少な

.,,...5 4-:-
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くな る。けっきよ く5D~7 5 %の範囲内で Red Dane の血を交ぜる

こと が乳牛 として実用的である。体便が耐熱性 vcたる し， しか も乳の出 も

よくたる。

2. 飼料の研究

生れて一年間の間の死亡率が高い。 その原因が始めわからたかったので

あるが↓熱帯 では微描要素の欠乏 のためだ と言 うこと がだんだんわかっ て

きたっ徴益要素 として は、銅， マン ガン、硫黄などの欠乏のためで あるか

ら、 これ らを補給する ことたよ って問題が しだいた解決 してきだ とのこと

● である。

ちなみ匹税丑股場で飼育 ，している 頭数 は 1,5 DD眼で、農場面積は 11. D D 

ha》私たちが訪ねた時は沢山の実習生が搾乳前の畜舎 の消掃作莱をやっ てい

る最中 とい う時 であった。

（牧塔の詳 しい内容たついて知 りたい方は悔外農菜 ニュ ース 33号 をご覧

願いたい。重復す るのでここでは省略 したい。 ）

注、 なお海外股業 二 っース116.2 8陀 FAOの専門家がデ ンマ ー ク協力の酪

農堪の実績 を調査したレポー トの全訳をのせ る予定である。 （編者 ）

．
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V フ ォ ス

ラオスの 3 日間

橋口貞雄

ラオスを訪ねる日本人は案外少ない。タイの バンコックは海外旅行の 十字

路で、 日本人が殺到するが， ラオスとたると辺境ということ vcttる。私たち

一行は稀少訪問者 というためか 1 ヴェンチャンではたいへんた歓迎を受けた。

大使館 1 0 T CAの専門家，背年協力隊、麗沢農堪の方々な どのお世話で短 ~ 

期間ではあったがたいへんよい勉強ができた。心か ちお礼申しあげたいa

初日匠・日本大1吏館でラオス器菜や日本の協力たどの平情vcついて オリエ ン

テージョンをうけた。オリエンテージョンの禁師は望月 ー等書記官， タゴ ン

農場の栢森団長し冑年協力隊の綱川調整負 、蚕莱センターの黒岩氏方どであ

ったっ

ラオス V（は日本人 18 9名、 うち 0 T CAの専門家が 27名 、青年協力隊

の若い諸君が 50名（うち女子2名）働いている。青年協力隊員 50名のう

ち1 ちょうど半分の 25人が農業関係の協力隊員で畜産、稲、園芸 1 •水利 、

農業土木たどを専門とする者である。 これらの若者たちはヴェンチャン 1 サ

バナケット 1)レアンプラパンなどで、かなり危険た環境の中で働いている。

8名はタゴン農場で、専門家 1人化協力隊員 1名が一緒 VCなっ て協力活動を ~ 
行たっている。

私たちはラオスの 3日間 ， クゴン裟場の芳質惣典専門家の作られたプログ

ラムた したがって引っばりまわしてもらった。タゴ ンの 谷川氏し椰田氏》麗

沢脹場の淡烏氏碑たと くvcご厄介四たった。

ヴェンチャンの開発庁たウドン氏という一橋大学出の方が、ペラペラの日

本語でラオス乎情をいろいる教えてくれた。だいへんな 日本ピーキである。

日本への留学生兄は日本ぎらいi℃なる人が多い、 と聞かさ れていただけve:I

-5 6-



ウドン氏に会えたことはたいへんうれしい事であった。

ラオスの養蚕に協力する麓沢大学

兼子喜蔵

私たちがベンチャンを去って数日後に右派の軍人vcよるクーデターがあり し

未遂に終った。しか し私たちが訪ねた時はきわめて平おんで合った。

ラオスの気温は 20~3  0度（C)、降雨蓋年 1,8 0 0 m況の晨業に適 した国で、

● 直物は米 し 鵬タバ己コーヒー、薩菜などで ~ 米は不足するので輸入 し
ている。

その他の産業としては鉄鉱物を翰出するとか．メコンの支流ナムグム川の

水を利用し、米国衰本 50 %、 日本25茄でダムを作り ，発電してクイヘ電

力を売るとか している。

これから和平回復とともに産業を大いにお こし 1 民生の安定をはからねば

ならない国だが 1 何を取 り床げて産業を振興させるかが今後の課題集である

ようだ3

内陸国であるので 1 翰送 しやすいもの ということで蚕業に取り組むことに

なったようである。今までの婆蚕 vcついては》蚕から糸をつむぎ自家用四す

るというていどの養蚕はやってきた。

● 蚕は年問四 1 五回も飼育できるし、ラオスの振興は一に接蚕に よっておこ
りうると現地の日本の農業指導者はい っている。

麗沢大学海外開発協会では、開発途上国た寄与するためラオ スた農場建設

を企て 1 上記の ようた事情か ら蚕と取り組むようたたったようである。

晶場はピエンチャ ン商工会諮所会頭カムパー・フイラフアンデ ツ氏の土地

を借り て現在約 5haの桑園を作 りl 農場内に飼育室を作り 、 日本か ら， 淡島、

清水l 今井、 青木の諸氏が行って真剣に登蚕と取り組んでおられる。

桑園も立派た出来、蚕の品種も日本種と在来種とを交雑して、熱帯向けの
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品種が出来1 現在飼育中の蚕を見たが、立派た成育して四令ぐらいになって

いた。

あとは現地人の教育で》米の約 25倍から 30倍の収益があるというので 1

現金収入を欲 している国民と しては、 とびつく ことと 思 う。農家を視察 して、

その庭先で考えた こと はし住宅も狭いこ とだ し、 蚕室を作る資金をどら して

生みだすか 1 これらが今後の ラオス養蚕の一つの問題点ではあるまいかとい

うことである。

私たちが一つ驚いたことは，東京農業大学拓殖科の学生 である岡本君 と安

田君 とが このカンパー農場に住みこんで実習していることで左っだ。若い人 ~ 

はた くましい、 とうら や走 しく さえ 思っ たことである。

麗沢大学ではいま新しい事菜存始めようと して いる。それはクゴ ン農楊の

東の方、ナム グム川 VQ合った地域の開拓地ナポックプロジェクトヘの協力で

ある。 ナポックでは今春から 60 0ヘクタ ールの開墾が行われ≫すでvc戦争

難民ニカ部落が入植 し、 オカボの栽培を始めた。 1戸あたり 3haで 20 0戸

の入植予定で茶る。麗沢大学は国の依頼vcよりこれらの難民入植者vc対 して

養蚕指導を行うことを意図 している。そのため 1Ohaのモデル農場を作るこ

とを計画 して いる。前記のようにすで沢．カムパー農場での実績が床るので、

ラオ ス政府も麗沢の今後の協力匹だい し大きい期待でかけている。

私 たちも大いた麗沢に声援を送 りたいし、 日本政府 もこのプロジェクト vc -

たい し人的し物的rc..積極的 匠支援をされるこ とを切望する。具体的には，ま

ずナムグム川から水をポンプアップすることで ある。その施設は至急を要す

ると思われる。

この 60 0 ha Vi乙水さえかかればすばら しい耕地が実現するだろう。土その

ものはナムグム川の沖稜土で， ひじょうによ く肥えている。 また入植難民の

部落 とはいえ、私たちの訪問にたい し心を開いて迎えてくれた。小学校や役

揚し診療所，寺な どの建物もすで（こ出来あがっていたが、 これらの開墾の計
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画は日本丁」凱問懇作業はトウメ ンで1 トウメンの現均主任の河渕常治氏が

私たちー行を心よ く案内 して下さった。

イスラエル 農場

兼子喜蔵

ベンチャ ンの南方メコン川ぞい花イスラエルの援助vcよる試験農埠が多る。

現在三人のイスラエル人が指導vc当っている。イスラエルからわざわざアジ

● ァヘきて試験農塩幻作り 、援助しているのを見て一種の感動をおぼえた。
場長の Wr. Oroth Chou1amountryさんから試験煤場忙ついての説明

をうけた。

今度の旅行で私たちは而接雨化会ったことはなかったが、 このg起場を訪ね

た日の前夜し大雨で 16 2 1i1l!Iも降ったそうで、その朝は船場は水びた しであ

った。

この投場は 62年の出発だから創立してすでvc1 2年 Vいをる。試験農埠の

面祐は 17 haで、雨期は水田た し、乾期はタパコ 、大麦， トウモロコジ、ス

ィートコーン ，サトウキピ、 ビー ナッツを作っている。その他パナナ，パバ

イヤ 、スポテイラー（柿vc似た果物）野菜類としてはキャペッ ¥ レタス， タ

マネキ］馬鈴薯、 トマ ト~ ワケ名キュウ リ， リーキ ，人参たど野菜の栽培

● 疇も行っている。最薬と してはスミチオン、ア）レドリン 、 B Hじを使用し

ていた。

普及事業として 30 Ohaの村落を二区た別け、品協を作り 1 i翡水用ポ ンプ

で 15 0 haをまかない, 5 0戸の殷民を指導している。同晟場で普及員を茂

成し、普及員を通じて桟民指導を行っている。週vc一回は普及員が殷家を巡

回 しているよう である。

燥協は水利組合 と いって・ よ く~上記の灌水用ポンプを管理 し、 また晨薬や

肥料の販売も行っ ている。
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試験農場の収納舎では，種子用 トウ モロコジが収穫され、 目下調製中の よ

うであった。落花生畑も見せてもらったが、昨夜の雨で完全花浸水 したので、

とてももの VC.なるまい と思われた。 ここで何 としても排水が大切で，晟場周

辺VC堤防和作ってあるが、それでも追いつかないよう で合る。

イスラエル品加は、創立後 12年になるわけだが、 よく努力をつづけ了現

在まで来たこと VC、頭のさがる思いで左った。ラオスvc.もやがて晨協組織が

作りあげられ，普及員たちの努力 VC.よっ てラオスの品業が栄えるよう vcたる

ことをひそかvc.念願した次第で；？る。

ラ オ ス 蚕 莱 センター

椿口貞雄

蚕の専門家で ある黒岩政男氏と桑の専門家である安藤鋭之助氏の 2人が蚕

莱センターでがんばっ ている。 センターはヴェンチャ ンの南方 メコン川沿い

にちり 》沖秋土で、土質としては I上である。 3年前から 3haの桑園をつく

り、今年ま た 1.5ha新梢していたが 1 夜の伸び具合はすばら しいn メコン川

た近いので時折氾らんすることがあるが 1 半月ぐちい水vc.つかっても枯れカ

い桑 を2種類見つけたという。

日本とちがっていろん1.i:蚕の敵がいる っ ウジパエ 1 アリ 1 ハチ、 カエル．

． 

ネズミなど，みな蚕の大敵で1 挫蚕製家はこれらの敵から蚕を守らねばなら ~ 
ない。

私たちが訪ねた時は 10 ~l X 2 0 illぐらいの蚕室にいっばい蚕が飼われ．

上族直前の状態で美どとであった。ラオスでは多化性の品種を飼っ ているが》

このセンターでは多化性の蚕を使って改良種をつ くり出す こと た成功 して い

る。その点タイの益蚕センタ ーと ちがう と思 った。タイでは日本の 2化性を

使っ ているっ

ラオ族は古くから痰蚕を得意と し・ タイ東北部の巻蚕は硲とも とラオ族が
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やっているのだと聞かされた。と V（かく乾季である 1 1月、 1 2月. 1月、

2月は．その飼育条件が巻蚕た最適で， 世界一の養蚕国vcなり うる， と2人

の専門家が述ぺておちれた。何れ VC.してもラオスのようた内陸国の産莱 とし

ては｀小量で高価庁ものがよく 、 したがっ てラオスは将来必ず生糸の輸出国

vcなりうると自信をもっ て話された、J

ラオスの壺蚕 vcついて、いろいろの技術を開発されている ようで、雨季vc

おける桑の挿木代よる育苗たも成功 したようである。

北ベトナムや南ベトナムも疾蚕が盛んだと聞くから、将来、 タイ ，ラオスし・ベトナムなどを中心匹熱帯養蚕の技術交流が日本の専門家 を通 して行われる
ことを期待したいものである。

夕 ゴ ン 晨場

上田正義

タゴンプロジェク トの全体の開発計画は 1 ナムゲ ム川から水を引ぎ 、開田

8 0 0 ha,入梢 40 0戸の開発事莱を行う ことである。そのためパイロッ ト

農場 10店 を設置 して、プロジェク ト地区および周辺地域匹適合した稲作 I

畑作、野菜栽培，畜産部門の技術センター とし． 技術普及↓農民の実地訓練

の場とする アめ，昭和 45年度から 5カ年計画で卓莱を進めている。・現在．主要工事である灌がい揚水機見洪水防止堤，用水路亀製道排水
機場たどはほとん ど完了しているが．竪地作莱が残っ ていて，開田が完了す

るまで V(_はさら vc1~  2年を要する予定であるが、現況は次の とおりである。

まず入植 Vしついて言えば，

昭和 47年度入植者 1 2戸 開田 2 4 ha 

11 4 8年度 ／9 6 8戸 // 1 3 6 ha 

入植者たは 1戸あたり 2haを割 り当 て． 乾期，雨期の両期とも水稲栽培を

行うこと を予定 している。
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次たパイ ロットの試験農場で吝るが，パイロット 農塩では水田は もちろん

畑作，野菜の栽培試験在行らし在か，畜産部門では

牛（ 在来種，黄牛） 1 7頭

豚（ 在来稔、改良釉，雑種 ） 5 4 II 

熱 (4品種） 1, 0 9 0羽

アヒル（在来種 ） 6 5 11 

を飼育し 1 家畜、家禽の改良、均殖 1 飼育管理、防疫たど全般の改善 1 自給

飼料の確保などの研究調査し技術普及セ ンターとして の技術指導し実地訓練

を専門家 9名協力隊員 8名、 ラオス側技術者 5~6名でやっている。 ~ 

当地区の一般農家の水稲作は無肥料↓無管理栽培で 1 籾収羅は国の平姥

0. 8 t; /have:すぎないが、農場では揚水施設の利用 1 施肥技術た ど管理技術の

導入（（C.よって籾収骨？ ～ 3t./ha の好成果 をあげていた。バイロ ットの水田

は開拓現塙に設けられているが ＇ 私たちが訪問した時は共同苗代在つくっ て

いたが 1 ?naぐらい尻及び苗代が芙弔vc生育 してい芹。周辺化広がる本田は

目下区画撃理中のもの 1 代か在でレペリング祈やっている酎のたど目前vcせ

まる田植えたひかえて必死の追いこみといった景況を至ると ころで呈 してい

たっ

いずれVC.してもナムグム川かち豊富た水がボンプアップ江れ、広い貯水池

VC.弁ん だんと水が貯えちれ、そこから 80 0 haの全域 vc配水されている。あ

とは水田の区画路理とレベリングだけである。私たちは日本グ出発する前vc

いくらか批判的なてーとを聞かされていたが，現実はまったく違う という感を

深く した。開発 といら のはある ステージで 見る と混乱が眼vcっ（ が、別の ス

テー、ジで見 ると全 く異った景観が出現するもの で茶る。

さて、野菜部門のパ イロ ッ トであるが カンランを始めトマト し花ヤサイな

ど各種の野菜が作付けされており 、 あるものはピニールハウスの中で栽培さ

れてい芹＿。 ここではピニールは雨を防ぐためvc用いられる。この地方は病虫

害が意外 VC.多いら しく、病虫害防除対策匠．頭をたやま しているよう でたった。
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畑作として眼 VCついたのはトウモロ コジである が、その生育¥結実ぷりは実

vc美事 で， 4 t;バ1aの収茄がある と言っ ていた。いずれ(Cして も80 0 haの

►
．
 

水田作りが目下進行中で、相当部分がすでvc形を整えてい るので， あと 1~ 

2年のうちvc.見渡すかぎりの水田地帯の現出が期待される。 これらの費用は

アジア閑発銀行の出資で設計は日本工営だと開いた。

一方畜産部門は元のタゴン製楊vc在り ，牛，豚，ニワトリ 、アヒJレたどを

飼っている。牛の改良は現地牛や黄牛から出発しており，豚は猪 vc近い現地

豚と改良種とを交雑していた。何れも現地向けの、地Vしついた研究で左り ，

● 地味ではあるが普及性の高い技術たついて取りくんでわられること兄敬意を
表 したい。

．
 

►
a
·
~
 

たお、 タンゴ農場およびその周辺地域は数年前 までは原野が あったが、プ

ロジェクトの進行ととも V（炭場への進入路の両側匹は新C...I.,い現地民の部落

がで呑 、商店も店を出し、設栗開発 VL.(って周辺地域の社会生活環撓がいち

じるしく変りつつちることが見受けられた。

タンゴ裂場の前身は日ラオ品場 とよびし 日ラオ協会が経営していた。それ

を0 T C Aが引呑つぎ、 タンゴ地区の開田vc合せて し新しい入椙者のための

パイロット低塩として性格変えをしたようである。 0TC  Aが引きついでか

らは青年協力隊の若い諸君も加わり、専門家 1人vc協力隊員 1人が対災なり

仕事を進めているっ

団長は栢森義氏で合るがし芳賀悠典氏（畑作）柳田氏（水稲） 、船津氏（

苗産） ，後藤氏（製磯具） ，川高氏（姐設仮戌） 、大野氏（伐民組節） ＆伊

藤氏（かんがい） 》谷川氏（調桂）等 8名の専門家ががんばっ ておられる 'l

ラ オスの印象

上田正義

ラオスは政治的変革が合った国である ので、ヴェンチャンvc到着するまで

-5.:S-



ば条る程度の緊張感を もっていたがし入国 しィみてその平おんな のた梵い

た。

さて，市内 VC出て， 日本製の並．車， 自動車の多いのをみて、日本の経済的

進出の著 しいのvcもしまた驚いた。店頭の晨産物、朝市た出 ている晨産物、 ~ 

晨菜の現塩、臣村の生活実態オどそ≫見，また国内産菜の概要た どの説明を聞

いて．後発の開発途上固で度るという印象を深めた。

また，牧畜し野菜類の栽埃侭好逸たポロヴエン高原の立地条件、妾蚕莱の

見透 したどの説即を問 いて，対ラオス援助の主体は何 といっても壮茨開発で

あると痛感 した。

ラオスは第二次世界大戦の結果しフラン スから独立 した国である。問くと

ころ vcよる とラオス国民は日本匹好感をもち、 日本の扱助を期待 し、まだ、

日本 と緊密た閉係を保持しようと努力しているとのて とである。しかし， ラ

オスは国力的た他力侭依存し合ければなしたい後発の開発途上国 で合る。自

国内 で国民が生活でぎる力そつ（る西業閉発を行い、国力を培娑するてとが

必要であろ引。

とのようた点から考えると ，霞力関発、外貨獲得の養蚕業の振典しエ芙推

進のさきがけ としての蚕糸業の振興など注目 VL値 しよう。ちょうど日本の明

治年代の産業ぼつ典，工業汀っ興期ではなかろうか。

次 VC.、 ラオスでも日本、米国などの援助で現地の設芙開発が行われ、その

成果をあげているが， 日本、米固などの援助は怪済板助， とくV（金と物をあ

たえるという援助であるよう VC.感じちれた）

ところがフランスはラオスが独立 した頸在でも，初等し中等の学校教育》

社会教育の実梃を握 りしテレビや配話たど文化面全体で組織的VC.援助活動を

続けている、3

後発の開発途上国の援助は経済的援助が重要で床る ことは言うま でもな い

が1 社会慣習など包含 した対人的た教育 1 文化面たどの援助も同様た重要で

はなかろうか。
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また、 日本の援助vcは ラオス国内 で組織化された受入れ体制がなく ＆ 日本

の単独奮坦発の援助活動の形vcなっている ような 気がする。

フランスの 教育、文化面の援助のよう vc組紐化されだ筋の通 っだ援助体制

をラオス国内で整えることが霞要ではなかろうかとおも凡。とく vcアメリカ

が退いたあとは， 日本V（期待するものが多い と芦く 。その際日本として どん

た協力をするか匠ついて筋を通 して考えておく必要が沿ろ う。

．
 

．
 

~. 
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海外模林業閤発協力顆賞言命文募集事業

主

後

協

·-;.~ 

催

援

旨

日本熱帯農業学会、 海外股業開発財団

農林省、外務省、通痒省、

海外技術協力事菜団、経済団体連合会、富民協会

この事笑の趣旨に貸同する企業ま たは団体 （協安会伐は 1口5万円とする。

わが国の社済力と技術水準は、現任では単に固内での充実を図るばかりではな く、 進

んで涌外とくに関発途上国の進歩 • 発展たも寄与すべき段階妬ある と 思われる。

しかる化わが回の開発途上国（tと対すろ技術協力や関発援助の事業は、現状では必ずし

も広く 国民の関心や支持を得るたは至っていない。また政府、民間を問わず、従来の

対外協力事業の在り方は、相手国の政府や民間の要請匠応じて行ってきたとはいえ、

必ずしもその国の実情やシ紐足の朗浩に真に適合しているとは言いがた く、 今や内外の

情勢け協力のあり方を再検討すぺき段階た立ちいたっていみ。

こうしたが情をふさえ、これら開発途上国の発展の桔礎である訟林芙た対するわが国

の協力の；ウり方匹ついて正＜ 怠見を荘る とともVこ、 具体的な技術協力や品発援助のプ

ロジェクト の構成や推進侭ついて剤意たみちたアイデアを求める ことを 目的としてこ

の北業を実施すみ。

この事業の｝財務局は海外疫英閲発財団に全く。

審 査 委 員

委員長

委員

II 

II 

II 

II 

II 

西 JI!

小倉

大戸

窃藤

加賀山

干井

戸

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

長

原

林

福

逸

増

山

吉

井

見

田

本

原

郎

治

長

吉

雄

雄

公

造

郎

吉

三

見

登

郎二平

五

忠

元

国

虎

敬

四

信

禄

寿

（日本熱帯業会会長東京教育大学戯学部教授）

（東京農工大学染学部教授）

（海外農業開発財団専務理事）

（東京大学孜羨学部教授）

（殷林水産技術会話委負 ）

（東京炭業大学教授）

（熱帯植物貨源研究センクー所長 ）

（熱帝林業協会削会長）

（日本船帯殷業学会副会長 ）

（び民協会理亨長）

（束京大学農学部教授 ）

（日本熱帯疫業学会副会長）

（隧応義塾大学経済学部教授）

（海外技術協力事菜団常務理事）

曹
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募集 要領

この乎要は第 1部論文祥集と第 2部アイディア寡梨の 2部制とする。応募は どの課題を選ん

でも よい。

．
 

I 鯰 文募集
1. 「日本の海外炉林業開発協力の問題点 とその解決法」またはこれに類する謀穎

庄 ：この問題を総括的た論 じてふ よいし具体的事例によ って部分的な哨題をとりあげ

て述ぺてもよい。

2. 「海外盤林業開発協カプロジェクト 試案」 またはこれに類する諜嬬

注 ：ある国のある地方、またはある問題という ようた、具体性をもちかつ実践に連る課

題で独創的なも のを望む。

II アイデイア涵簗

「こうすれば よかろ う」とか 「こんな考えはいかが」 といった捉言や、プロジェクト を溝

成 したり 推進するためのアイデ ィアま たは ヒントを持たれる方か らの小文を募集する。

皿応碁規定

1. 応募資格

応集の趣旨に咬同される方は、個人、グループを問わず、をヤペ ンネームで も応募で き

る。ただ し未発表したのに限る。

2. 蔀筆要領

たる ぺく横書き、当用瑛字、新かた使い、 COS単位を用いる こと。

論文には目次ぢよび d O 0字 1枚ていどの要約なつけみ こと。

3 原積枚数 論文 ：40 0字詰 30枚以内 アイディア ：40 0字詰 5~5枚ていど

4. 原稿の締切 ：昭和 49年 1月 15日

5. 原稿の迭付先 ：〒 10 7東京都港区赤坂 8-10- 32 アジア会館内

海外殷菜開発財団懇貨論文係

N 志査受賞
1. 審査委負会に よって選考を行う。

~ 
2. 受

第 1都論文 第 2 部アイディ ア

1 席 3 a万円 1名 5万円 1名

崖． 2 席 2 0万円 1名 2万円 1名

佳 作 5万円 5名 1万円 5名

参加宜 全屈 なし

3. 発表期日 4 9年 5月10日 4. 受賞式 d 9年 5月 2o n頃

応茅論文の取扱い

1. 応募論文の芸作権は主催者た帰属するも のとする。

2. 入選論文については広く新聞、炸誌等たより 公表するものとする。

3. 建設的た意見やアイディ ア、 プロ・シェク トとして実砲可能な内容については、これらを

活用 して新プロジェクトを溝成したり、それらが実現できる ような努刀を別逸は らう こ

ととする。

ー~ら 7 -



． 

．． 



．
 

海外屈薬た対する協力事業ならひ炊：開発事莱 vc従乎 したい方

海外設業 vc対する協力事菜たらび VC開発事業VC.必要な 人材を求めている方

は本財団へご連絡ください。

海外晨菜開発財団は左の事菜を行なっ ています。

〇 海外船菜技術者と力ることを希望する方の登録 とプーJレ

0 新人の海外技術者への特成

〇 待横中の技術のプラッジュアップ匹必要な研修侠の貸付

〇 海外農業の協力お よび開発事業を している団休，企菜へ優秀 た晨莱技

術者の吝っせん

〇 海外品菜調査団の絹成，送出

〇 海外晨業情報のしゅう躾も紹介

ー・
・’ 
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昭和 4g年 9 月20 日

絹集発行人
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通巻第 4 6 号
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